
松
戸
市
民

水
泳
大
会

（
兼
体
育

祭
兼
県
民

体

育

大
会
松
戸

市
代
表

選
手
選
考
会

）

が
、

７
月

2
3
日
に
運
動
公
園
プ
ー
ル
で
、
六
百
余
人
の
選

手

が
参
加
し

て
行

わ
れ
ま
し

た
。

誰
も
が
参
加
で
き
る
と
と
も
に
、
将
来
有
望

な
選
手

を
探
し
出
そ

う
と
始

め
ら
れ

た
も
の
で
、

そ

の
歴

史
は
古
く
今

大
会
で
四

十
四

回

を
数
え

ま
す

。

競
技
は
、
各
種
目
ご
と
に
小
・
中
学
校
、
高

校
、
一
般
の
ク
ラ
ス
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
一
般

の
二
十
五
歳
以
上
は
五
歳
刻
み
の
年
齢
別
で
、

七
十
歳
以
上
の
ク
ラ
ス
も
あ
っ
て
、
誰
で
も
気

軽
に
自
分
の
力
を
試
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

一
般
の
参
加
者
も
目
立
ち
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
目
指
し
て
頑

張
っ
た
夏
本
番
の
暑
い
一
日
で
し
た
。

・
気
軽
に
力
を
試
す
こ
と
が
で
き
る
市
民
水
泳
大
会

―

泳寿会の皆さん

､長く楽しく水泳を楽しもうと会を発足

して以来、箝回この大会にも参加してい

ます。楽しみを重視した人から、ジャパ

ンマスターズの金メダリストまで、小学

校３年生からZ6歳までの幅広い仲間たち

が、それぞれの思いで力泳しました。

喜寿になっても泳ぎを続けようと、こ

れからも皆で頑張っていきます。

人口と世帯

人口

男

女

世帯

464,876人

236,433人

228,443人

175,394世帯

主 な内容

防災特集

● ８月､30日に総合防災訓練を実施

●地震に対する備え は万全ですか

道 路 を 正 し く 使 い ま し ょ う

川 に 親 し む 親 子 の 集 い

情 報 チ ャ ン ネ ル

街 の 話 題

ス
タ
ー
ト
台
に
立
つ
と
、
誰
も

い
な
い
プ
ー
ル
が
広
か
っ
て
い
る
。

ふ
だ
ん
は
健
康
の
た
め
に
、
楽

し
み
な
が
ら
泳
い
で
い
る
私
も
、

た
ま
に
は
、
自
分
の
力
の
目
い
っ

ぱ
い
を
試
し
て
み
た
く
て
、
市
民

水
泳
大
会
に
参
加
し
た
。

ス
タ
ー
ト
前
は
ち
ょ
っ
と
ド
キ

ド
キ
す
る
け
れ
ど
、
ピ
ス
ト
ル
が

な
っ
て
飛
び
込
め
ば
、
後
は
頑
張

る
だ
け
だ

「
今
日
は
、
水
が
つ
か
め
て
い

る
。
調
子
は
い
い
ぞ
！
」

自
分
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
目
指

し
て
、
私
は
魚
に
な
る
。

暑
さ
に
負
け
ず
魚
に
な
る

ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
目
指
し
て



８
月
3
0日
水
午
前
８
時
か
ら
、
市
内
各
所
で
防
災
訓
練
を
実
施

今
年
は
、
よ
り
実
践
的
な

防災訓練当日は、市内129ヵ所

に設置してある固定系の防災無線

を利用して、訓練の開始をお知ら

せするとともに、日ごろの防災対

策なども放送します。

空から災害の発生状況を把握します

・ 小金原地域の主な訓練内容

(制家屋の倒壊等による救急救護訓練

家屋の倒壊、走行中の列車の転覆によ

る負傷者の応急手当てを行い、担架隊

編成による応急救護所へ搬送、松戸市

医師会等による医療処置を行った後、

高規格救急車による医療機関への搬送

を行います( ユーカリ交通公園と根木

内中学校・午前９時20分～10時)。

(ａ災害用仮設浴場の設置(陸上自衛隊)

災害用仮設浴場の特別展示を行います

(栗ヶ沢中学校・午前10時～正午)。

阪
神
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス
の

直
下
型
の
地
震
を
想
定

８
月
3
0日
午
前
８
時
、
東
葛
飾
地
域
の

直
下
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
２
、
震
度

七
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定

に
よ
り
実
施
さ
れ
る
防
災
訓
練
は
、
市
内

各
地
に
家
屋
の
倒
壊
、
道
路
の
破
損
な
ど

が
多
数
発
生
し
て
大
勢
の
負
傷
者
も
出
て

お
り
、
水
道
・
ガ
ス
・
交
通
・
電
話
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
に
も
大
き
な
被
害

が
生
じ
て
市
内
は
大
混
乱
と
い
う
設
定
で

行
わ
れ
ま
す
。

Ｉ 五香六実地域の主な訓練内容

(1倒壊建物からの救出・救助訓練

倒壊建物の下敷きになった市民を救出する

ため、陸上自衛隊の支援を要請し、消防救

助隊・消防団・警察・建設業協会・ＬＰガ

ス協会等が協同して、救出・救助活動を行

います。救出した重傷者は自衛隊ヘリコフ

ターにより医療機関に搬送されます( 六実

央公園・午前９時20分～９時50分)

(２)炊事車両による炊飯の実演(陸上自衛隊)

炊事車両による炊飯の実演を行います( 松

飛台第二小学校・午前10時30分～正午)。

■災害対策本部運営

初動体制を確保し、早期に応急

体制を確保するため、職員によ

る非常参集訓練、災害状況の収

集、本部室会議による応急対応

等重要事項の決定、各種指示、

指令、要請等の訓練を行います

(市役所・午前８時15分～午後

１時)。

市
で
は
毎
年
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教

訓
に
策
定
し
た
「
大
規
模
地
震
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
よ
り
実
践
的
な
総
合
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。
訓
練
の
方
法
は
、
会
場
型
か
ら
地
域
分
散
型
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
地
域
と
密
着
し
た
訓
練
に
す
る
ほ
か
、
防
災
関
係
機
関
や
災
害
時
の
協

定
機
関
等
と
も
密
接
に
連
絡
を
と
り
、
情
報
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
輸
送
路
の
確
保
な

ど
、
具
体
的
に
「
大
規
模
地
震
対
策
計
画
」
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

賽
】防
災
課

今
回
の
訓

練
の

特
色

今
回

は
、
次
の

点
に
重
点
を

置

い
て

訓

練

が
行
わ
れ
ま
す

。

○

阪
神
淡

路
大
震
災
の

教
訓
を

生
か
す
。

○
先
に
定

め
た
大

規
模
震
災
対

策
計
画
の

検

証
を

行
う
。

○
よ
り

具
体
的
、
実
践
的

な
訓
練
に
す

る
。

さ

ら
に
、
重
点
項
目

と
し

て

一
、
よ

り
実
践
に

近
い
訓
練

と
す

る
た
め

に
①
従

来
の
会
場
型

か
ら
地
域

分
散
型

』で
行

な

い
ま
す
。

②
情

報
の
収

集
、

応
急
対

策
の
実

施
は
支

所

等
に
設

置
す
る
地
域

対
策
本

部
を
中

心
と
す

る
地
域

ご
と
と
し

、
対
応

の
迅

速
化
を
図
り

ま
す
。

③
市
民

の
動

き
と
市

役
所
・
消

防
・
防
災

訓
練
関
係

機
関

等
（
四

十
三

の
団
体

が

参
加

）
の
対
応

を
同
時

進
行
し
、
市
役
所

に
設

置
す
る
災

害
対
策
本

部

か
ら

の
指

示

・
指
令
・
要

請
等
に

基
づ
き
、
相
互

に
関

連
さ
せ

ま
す
。

防
災
訓

練
の

ビ

デ
オ
撮
影
者
を

募
集

訓
練
日

当
日
、
防

災
訓
練
の

様
子
を
撮

影
し
て

く
だ
さ

る
市

民
を
募

集
し
ま
す
。

募

集
人

員
十
六
人
　

膺
。
功
災

課

‐

１

１

二
、
初
動
体
制
の
確
立
と
実
践
を
図
る
た

め
に

①
訓
練

は
発
災
直

後
か
ら
応
急
復

旧
の
確

立

ま
で
の
活
動

を
行

い
ま
す
。

②
初
動

体
制
を
確
保
す

る
た
め
、

市
職
員

の
非

常
参
集
訓
練
を

行

い
ま
す
（
千
三

百
人

の
市
職
員

が
最
寄
り

の
対
策
本
部

に
集
ま
リ

ま
す

）。

③
災

害
対
策
本

部
・
地
域
対

策
本
部
の

運

営
訓
練
を
行

な

い
ま
す
。

三
、
市
民
の

生
命
・
財

産
を
守

る
た

め
に

①
家
屋

密
集
地
域
で
の
火
災

防
御
訓

練
を

行
な

い
ま
す
。

②
倒
壊

建
物

か
ら

の
救
出
救
助
訓
練

を
行

な

い
ま
す
。

③
家
屋

の
倒
壊
等

に
よ
る
負
傷

者
の
救
急

救
護

を
行
な

い
ま
す
。

地
域
に

密
着
し
た

よ

り
実
践
的

な
訓
練
を
実

施

昨
年

ま
で
は
、
メ
ー

ン
会
場
を
中

心
に

防
災
訓
練

を
行
っ
て

い
ま
し

た

が
、

今
年

は
実
際

に
「
災

害
対
策
本

部
」
を
市

役
所
の

別
館

に
設
置
す

る
ほ

か
、
地
域

対
策
本

部

も

十
ヵ

所
の
う

ち
四
ヵ

所
に
設

置
し
ま
す

。

設
置
さ
れ

る
地
域

対
策
本

部
は
、
本
庁

第
二

地
区

管
内

で
は
古
ケ
崎

市
民
セ

ン
タ

Ｉ

、
六
実

支
所
管
内
で
は

六
実
支
所
（

六

実
市
民
セ

ン
タ
ー
）
、
常

盤
平

支
所

管
内

（
一

部
）
で
は

常
盤
平

支
所
（

常
盤
平

市
民

セ
ン
タ
ー

）
、
小

金
原
支
所

管
内
で
は
小

金
原

支
所
（
小
金
原
市
民

セ
ン
タ
ー

）
の
四

ヵ

所
で
す

。

ま

た
、

地
域

の
実
情

に
合

わ
せ

た
訓
練

を
行
う

た
め
、

本
庁

第
二

地
区
管
内

で
は

古
ケ
崎
小

学
校
・
占
ケ

崎
南
小
学
校
・
南

部

小
学

校
、

六
実
支
所

管
内
で
は
六
実

第
三

小

学
校
・
六
実
中

央
公
園
、
常
盤
平
支

所
管

内
で
は
松
飛

台
第
二

小

学
校
、
小
金
原

支

所
管

内
で

は
根
木
内
中

学
校
・
栗
ケ
沢

中

学
校
を
中

心
に
各
町
会
等

の
市

街
地

も
含

め
て
、
災

害
発

生
時

の
初
動
対
応

訓
練
や

避
難
施

設
で
の

体
験
訓
練

が
行

わ
れ
ま
す

。

防

災
関
係
機

関
と
も
協
力
し
て

充
実
し

た
防
災

釧
練
に

地
震

発
生
後
、

た
だ
ち
に

ヘ
リ

コ
プ
タ

ー
に
よ
り

空

か
ら
災

害
発
生
状
況

と
被
害

情
報
を
的

確
に

把
握
し

、
自
衛

隊
や
警
察
、

医

療
機
関

、
電
カ

ー
カ
ス
会
社
等

の
防
災

関
係
機

関
や
災
害
時

の
協
定
機
関

等
と
密

接
に

連
絡
を
と
り
、

阪
神
淡
路

大
震
災
の

教
訓

を
生

か
し

た
訓
練
を
行

い
ま
す
。

当
日

は
、
負
傷

者
や
物
資
の
緊

急
輸
送
、

緊
急
輸

送
路
の

確
保

と
道
路
障
害

物
の
除

去
、

重
機

等
に
よ

る
救
出
作
業
、
重
要

施

設
の

非
常
通
信
回
線

の
確
保
、
火
災

発
生

地
域

の
ガ
ス
供
給
の

停
止
、
応
急
食

糧
の

供
給
、

仮
設
ト

イ
レ

の
設
置
な

ど
、

各
種

の
具

体
的

な
訓
練
を
行

い
ま
す
。

・ その他の訓練

①自衛隊ヘリコプターによる救援物資の輸送

●松飛台第二小学校(午前10畤30分ころ)●古ケ畸小

学校(午前10時45分ころ)●南部小学校(午前11時ころ)

②東京電力松戸営業所による非常用電源の供給

●市立病院・古ケ畸市民センター( 午前10時)

③ＮＴＴ松戸営業所の非常通信回線の確保

●各地域対策本部〔支所等〕(午前10時～11時30分)

④地域住民による避難所での体験訓練

古ケ畸小学校・松飛台第二小学校・古ケ畸南小学

校・根木内中学校・南部小学校・栗ヶ沢小学校・

六実第三小学校(午前10時～正午)

ユ ーカ リ 交 通 公 園 が 休 園 し ま す

８ 月30 日(水)、 ユ ーカリ 交 通公 園は、

松戸 市 総合 防災 訓練 の会 場と なり ま

す ので、 当日 午 前中 休園 し ます。

圜 ユ ーカリ 交通 公園 昔41 ・2707 番

■ 地域 対 策 本部 運営

各 支所等 に 設置 する 地域 対 策本部 で は、管 轄 す

る 地域全 体で 行 われる 各 種訓 練の 状況 を把 握し 、

発災 直後 から 応急 復旧 体 制の確 立 まで に行う べ

き 活動に つい て、 区 域内 住民、 防災 関 係機 関等

と 協 力し 、応 急対 策を 行い ま す( 古ケ 畸市民 セ

ンタ ー ・六実 支所〔市 民セン タ ー〕・常 盤平 支所

〔市民 センタ ー〕・小金 原 支所〔市民 セン ター 〕・

午前８ 時15 分～ 午 後１ 時)。

■ 本庁 第２ 地区の 主 な 訓練内 容

(1)ヘリ コプタ ーによ る空 から の 状況 調査

発災 直 後(８ 時20 分)、 江戸 川 河川 敷 に

臨時 ヘリ ポ ート を 設 置し、 空 の 情報収

集の 拠点 とし て 火災 の出 火状 況 や道路

交通 状況 など の 被 害状況 の 調査を 行い

ま す(８ 時20 分～ ９ 時)。

吻 家屋 密 集地域 で の火災 防御

消防 署 ・消 防団 による 防 火 水槽を 利用

したブロック防御を行います。また、

消火 活 動の 水利 を確 保 する ため、 江戸

川より 吸水し､ 遠 隔中 継送 水( 約600m)

を行 い、 消 防署 ・消 防 団・ 婦人 消防 隊

によ る 消火 活動 を行 い ます( 古 ケ畸 南

小学 校と そ の周辺 ・午 前９ 時～10 時)。

(３災害用仮設浴場の設置(陸上自衛隊)

災害 用仮 設 浴場 の特 別展 示を 行い ま す

(古 ケ崎 小学 校 ・午 前10 時～ 正午) 。

非常 用 連続 バッ ク 式飲 料給水 車 の実 演

市が保有している、汚れた水でも浄化

・滅 菌し て１ 分 間に 約50 袋を 連 続的 に

パッ クで きるも ので、 阪神淡 路 大震災

でも 救 援隊とし て活 躍し まし た( 南 部

小学 校 ・午 前９ 時50 分～11 時)。

総
合
防
災
訓
練
に



自主防災組織をつくろういざ地震が起こつたら
地
震
に
対
す
る
備
え
は
万
全
で
す
か

地
震
は

広
範
囲
に

わ
た
り
被

害
を
及

ぼ
す

た
め
、
市
職

員
や
防
災

関
係
機
関
だ

け
で
は

十
分
な
対
応

が
で
き

な
い
こ

と
が

想
定
さ

れ

ま
す
。

自
分
の
生
命

・
身
体
、

財
産
は
自
分

で
守

る
と
い
う
こ
と

が
基
本
で

す
が
、
個
人

の
力
に

は
限
界
が

あ
り
ま
す

。

そ
こ

で
、
災

害
の

初
期

対
応
に
力

を
発
揮

す

る
自
主
防
災

組
織
が
重

要
に
な
っ
て

き
ま

す
。
地
域
の
住

民
が
互
い

に
助
け
合

い
・
協

力
し
て
、
自

分
た
ち
の
手

で
自
分

た
ち
の
ま

ち
を
守

る
と
い

う
気
持

ち
を
持
つ
こ

と
が
大

切
で
す

。

ま
だ
結

成
し
て
い

な
い

町
会
（
自
治
会

）
は
、

最
寄
り
の
支

所
ま
た
は

防
災

課
へ

お
問
い
合

わ
せ
く
だ

さ
い

。

市
で
は
補

助
金
の
交
付

を
行
う
な

ど
、
百

％

の
結
成
率
を

目
指
し
て

い
ま
す

。

地震の心得10か条

災 害に備えて防災訓練が重要です

避難の順序家族防災会議を開きましょう

町会等で決めた避難場所

〔自主的避難〕

あらかじめ町会等で決められ

た場所へ、班単位で避難

毎･
市指定避難場所・

広域避難場所

〔自主的避難・集団避難〕

火災の延焼等で被害が拡大す

るおそれがあるときに避難

畢-
収 容 避 難 場 所

〔市職員の誘導・自主的避難〕

家屋を火災等で失って、避難

が必要な人を収容

避
難

は
徒
歩
で
、
持

ち
物
は
最

小
限
に

〇
避
難
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
よ
う
。

〇
服
装
は
、
活
動
し
や
す
い
も
の
に
し
ま
し
よ
う
。

○
携
帯
品
は
、
必
要
品
の
み
に
し
て
、
背
負
う
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
家
族
が
慌
て

ず
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
家
族
が
そ

ろ
っ
て
ふ
だ
ん
か
ら
次
の
こ
と
を
話
し

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
を
決
め
て
お

き
ま
し
よ
う
。

①
災
害
に
備
え
て
の
準
備
や
非
常
持
ち

出
し
品
の
置
き
場

②
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
の
各
人
の
行

動
や
役
割
分
担

③
避
難
場
所
や
避
難
方
法

④
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き

の
連
絡
方
法

非常持ち出し品

市指定避難場所および広域避難場所

○県立小金高校等

本土寺

新松戸中央公園

021 世紀の森と広場

東漸寺

ユーカリ交通公園

小金原公園

栗ヶ沢公園

金ヶ作公園

松戸運動公園

○八柱霊園

六実中央公園

陸上自衛隊松戸駐屯地

県立松戸南高校

東部クリーンセンター

梨香台小学校

○江戸川河川敷

新松戸西小学校

幸谷小学校

日本大学松戸歯学部
○干葉大学園芸学部

松戸中央公園

※○は 広域 避難 場所で す。

飲
料
水
・
食
料
は
三
日
分
、
そ
の
他
の
非
常
持
ち
出
し

品
も
家
族
に
応
じ
て
用
意
し
ま
し
よ
う
。

⑥ブロック塀、がけ地などに近寄らなＢ

狭い路地、塀ぎわ、がけの上やがけ下、

川べりなどの危険な場所にいるときには

急いで離れる

⑦扉を開けて、出口の確保

揺れを感じたら扉を開けて、建物の中に

閉じ込められないようにする

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
二
十
二
　
子
ど
も
の
口
腔
粘
膜
疾
患

今
回
は
、
子
ど
も
の
歯
肉
に

お
き
る
疾
患
に
つ
い
て

お
話
し

し
ま
す
。

ま
ず
一
般
的

な
歯
肉
炎
に
つ

い
て

は
歯
肉
自
体
の
炎
症
で
お

こ
る
も
の
で
、
局
部
性
歯
肉
炎

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に

歯
垢
（
こ
う
）
に
よ

っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
が
、
口
の
中
を

清
潔
に
保
つ

こ
と
で

防
ぐ
こ
と

が
で

き
ま
す
。
お
子

さ
ん
の
前

歯
の
歯
茎
を
ち

。
つ
と
の

ぞ
い

て
み
て

く
だ
さ
い
。
赤
く
て

ぶ

よ
ぶ
よ
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
お
母
さ
ん

が
仕
上

げ
磨
き

を
し
な
く
な
る
こ
ろ
か
ら

、
な

か
な
か
気
づ
か
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。

ま
た
、
最
近

鼻
で
呼
吸
し
て

い
な
い
口
呼
吸
の
子
ど
も
が
か

な
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
別

鼻
か
悪
い
わ
け
で
は
な
い
の
に

口
を
ぼ
か
ん
と
あ
け
て
い
る
子

ど
も
は
、
口
の
中
が
か
わ
い
て

新しく
なった

前
歯
の
部
分
に
歯
肉
炎
が
お
き

や
す
く
な
る
よ
う
で
す
。

次
に
、
急
な
発
熱
が
一
日
か

二
日
続
き
や
が
て
口
の
中
に

水

泡
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
生
じ
て

、
そ

れ
が
破
れ
て

口
腔
粘
膜
に
痛
み

の
あ
る
潰
瘍
（
か
い
よ
う
）
が

で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
病
気
は
幼
児
に
多
い
の
で
す

が
、
口
全
体
が
た
だ
れ
て
非
常

に
痛
が
る
た
め
に
、
お
母

さ
ん

が
慌
て
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

よ
う
で

す
。
発
病
後
五
日
く
ら

い
で
最
高
に
達
し
、
そ
の
後
は

放

っ
て

お
い
て
も
十
日
か
二
週

間
で

治
り
ま
す
。
こ

れ
は
ウ
イ

ル
ス

が
原
因
で

お
こ

る
も
の
で

、

原
発
性
ヘ
ル

ペ
ス

性
歯
肉
口
内

炎
と
い
い
、
一
度
か
か
れ
ば
免

疫
が
で
き
て
再
発
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
水
分
補
給
に
気

を
つ
け
て
小
児
科
、
歯
科
で

ご

相
談
く
だ
さ
い

。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

予防接種

上
手
に
予
防
接
種
を
受
け
る
た
め
に
②

副
反

応
の
な
い

安
全
な
予

防

接
種
を
受
け
る
た
め
に
は
、
予

防
接
種
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
と
い
う
こ
と
を
前
回
は
お
話

し
し
ま
し
た
。

今
回
は
予
防
接
種
す
る
際
に

よ
く
あ
る
質
問
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

Ｑ
軽

い
か
ぜ
の
よ
う
な

症

状
が

あ
る
の
で

す
が

Ａ
重
い
病
気
も
は
じ
め
は
か

ぜ

の
よ
う
な
症
状
が
で

ま
す
。
こ

う
い
う
場
合
は
、
接
種
を
や
め

様
子
を
み
て

体
調
が
戻
っ
て

か

ら
受
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
機
嫌

が
悪
か
っ
た
り
、
食
欲
が
な
い

の
も
病
気
の
か
か
り
は
じ
め
で

あ
る
場
合
が
多
い
の
で
同
様
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

熱
が

い
つ

も
よ
り
少
し

高
い
の
で
す

が

Ａ
乳
幼
児
で
は
平
熱
が
三
十
七

度
を
超
え

る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
保
護
者
が
心
配
な
と
き

は

、
そ
の
日
の
接
種
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
体
温
だ
け
を
基
準
に

す
る
の
で
は
な
く
、
機
嫌
や
食

欲
な
ど
を
合
わ
せ
て
考
え
ま
し

Ｑ
医

師
に

か
か
っ
て

い
る

の

で
す
が

残保健衛生課

Ａ
急
性
の
病
気
で
医

師
に
か
か

っ
て
い

る
と
き
は
、
そ
の
病
気

が
完
全
に
治
っ
て

か
ら
受
け
ま

し
ょ
う
。
病
気
に
よ
っ
て

は
治

っ
て
か
ら
も
し

ば
ら
く
様
子
を

み

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

、

医
師
の
許
可
を
得
て
か
ら
接
種

し
ま
し

ょ
う
。

Ｑ
お

た
ふ

く
か

ぜ
が
治
っ

た
ば

か
り

な
の
で
す

が

Ａ
は
し
か
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、

み

ず
ぽ
う
そ
う
等
の
ウ
イ
ル
ス

性
の
病
気
は
、
症
状
が
で
た
ら

一
ヵ
月
以
上
経
っ
て
か
ら
受
け

ま
し
ょ
う
。
次
の
病
気
の
免
疫

を
つ
け

る
力
が
戻
る
ま
で
の
最

低
の
期
間
で
す
。

ご
家
族
の

中

に
こ
の
よ

う
な
伝
染
病
に
か

か

っ
て
い

る
人
が
い

る
場
合
は

潜

伏
期
間
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で

、

少
し
先
に
延
ば
し
て

様
子

を
み

ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
は
体
調
の
よ
い
と

き
に
受
け

る
こ
と
が
前
提
で
す
。

体
調
の
悪
い
と
き
は
無
理
を

せ
す
、
「
今
日

は
見
送
る
」
と
い

う
こ
と
も
必
要
で

す
。
そ
の
こ

と
が
副
反

応
を
防
ぐ
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

お
子

さ
ん
の
健
康
は
保
護
者

が
貴
任
を
持
た
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
接
種
に
あ
た

っ
て

も

保
護
者
が
十
分
理
解
し
て

受
け

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③慌てて外に飛び出さない

慌てて外に飛び出すと，コンクリート・

看板・窓ガラス等の落下物でけがをする
危険が多いので，落ちついて行動する

④火が出たら、ます消火

万一出火したら、大きな揺れがおさまる

のを待ち、みんなで「声」をかけ合って

すばやく消火につとめる

⑩避難は徒歩で、持ち物は最小限に

火災が拡大したり、がけ崩れの危険があ

るときは、避難が必要になります。避難

は徒歩で、持ち物は最小限にする

⑤正しい情報、落ちついた行動

携帯用ラジオなどで正しい情報を聞き、

デマなどにまどわされず、落ちついて

行動する

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
い
ざ
地

震
が
起
こ
っ

た
場
合
で

も
、
被
害

を
最

小
限
に
す

る
た
め

に
は

各
人

が
慌
て
ず
適

切
に

対
応
す

る
こ

と
が
大

切
で

す
。

で
は
、

地
震
が
起
こ
っ

た
と
き
、
ど
の
よ

う
に
行

動
し

た
ら
よ
い
の

で
し
ょ

う
か
。

過
去
の

経
験
を

も
と
に
い

ろ
い

ろ
な
こ

と
が
考
え

ら
れ

ま
す
が
、
主
な
も
の
と
し
て
「
地
震
の
心
得
1
0
か
条
」
が

あ
げ

ら
れ
ま
す
。

ふ
だ
ん

か
ら
地
震
に
対

す
る
十
分
な

心
構
え
を

も
っ

て

お
き
ま
し
ょ

う
。

⑧すばやく火の始末
地震のとき、最も恐ろしいのは火災。地

震を感じたら、すぐ火の始末とガスの元

栓を閉める

⑧エレベーターは使用しない

停電などにより、エレベーターが途中で

停止することがあるので、使用はやめる

⑨協力 し て 消火や 救 護

自 分勝 手な 行 動を とら ず、 み んな で協力

し て 火災 を 防い だり、 け が人 やお 年寄り 、

幼い 子ど も などを 助ける
一一　　　　　一一

①まず、身の安全を

机、テーブルの下などにもぐり、落下物

などに注意して、身の安全を守る



多
く
の
機
能
を
持
つ
道
路

「
道
路
」
と
い
う
と
、
皆
さ
ん

は
ど
の
よ

う
な
イ
メ

ー
ジ
を
持
ち

ま
す
か
。
「
人
や
車
が
通
る
所
」
、

多
く
の
人

が
そ
う
思
う
こ
と
で
し

ょ
う
。
道
路
は
車
や

歩
行
者
を
安

全
に
通
行

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

通
学
・
通
勤
・
買
物
な
ど
の
日

常

生
活
や
輸
送
な
ど
の

産
業
活
動
を

支
え
る
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。し

か
し

、
そ
の
ほ
か
に
も
様
々

な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠

69 歳 になられた人へ

老人医療費受給者資格証

交付申請手続を
か
せ
な
い
電
気
・
ガ
ス

・
上
下
水

道
な
ど
の
施
設
を
収
容
し
た
り

、

電
柱
・
電
話
ボ
ッ
ク
ス

・
郵
便
ポ

ス
ト
な
ど
の
公
共
施
設
な
ど
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
物
が
密
集
し
て
い
る

街
中
で
は
、
街
路
樹
を
植
え
る
こ

と
で

貴
重
な
緑
化
空
間
を
確
保
し

街
に
潤
い
を
与
え
て
い

ま
す
。

火
災
時
に
は

、
延
焼
の

防
止
や

消
火
活
動
に

役
立
つ

な
ど
、
幅
広

い
働
き
を
し
て
い
る
の
で

す
。

（
左
図
参
照
）

市
で
は
７

月
か
ら

、
六
卜
九
歳

の
人

を
対
象
に
医

療
費
の
助
成
を

開
始
し
ま
し
た
。

８
月
Ｉ

囗
ま
で
に
六
十
九
歳
に

な
ら

れ
た
人
に
は

、
老
人
医

療
費

受

給
資
格
交
付
申
請
手
続
に
つ
い

て
の
（

ガ
キ
を
送
付
し
ま
し

た
。

ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い

人
は
、な
が
い
き
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

医
療
費
の
助
成
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
が
、
扶
養
親
族
の

数

や

収
入
の
種
類
に
よ
り
そ
の
額
は

変
わ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
な

が

い
き
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
こ

れ
か
ら
六
十
九
歳
に
な
ら
れ

る
人
に
は

、
申
請
手
続
き
の
（

ガ
キ
を
順

次
送
付
し

ま
す
。

間
な
が
い

き
課

み
ん
な
が
迷
惑
す
る

こ
ん
な
使
い
方
は
困
り
ま
す

こ
の

よ
う
に
暮
ら
し
に

役
立
つ

道
路
も
、
使
い
方
が
悪
い
と

本
来

の
機
能
を
発
揮
で
き
ま
せ
ん

。

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は

、
道

路
を
不
正
に
使
用
し
て

、
せ
っ
か

く
の
道
路
を
狹
め
た
り
、
汚
し
た

り
し

て
し

ま

う
状

況

が
あ
り
ま

す
。で

は

道
路
の
悪
い

使
い
方
と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
い

う
の
で
し
ょ
う
。

①
道
路
（
車
道
や
歩
道
）
に
看
板

類
な
ど
を
置
い
て

私
物
化
す
る

例
え

ば
、
道
路
に
は
み
出
し
た

商
品
の
陳
列
・
苣
き
看
板
・
の

ぼ

り
旗
・
自
動
販
売
機
な
ど
を
設
置

す
る
こ
と
で

す
。
こ
う
し
た
行
為

は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

中
に
は
、
目
の
不
自
由
な
人

が

安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
設
置
し
て

い

る
黄
色
い
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上

道
路
を
ま
も
る
た
め
に
市
で
は

市
で
は
道
路
（
市

道
）
を
ま
も

る
た
め
に
警
察
と
協
力
し
て

、
道

路
パ
ト
ロ

ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
不
正
に
道
路
を

使
用
し
て
い
る
場
合
は

、
通
行
に

支
障
が
あ
る
こ

と
を
説
明
し
て

、

改
善
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た

、
道
路
に

ご
み

が
散
乱
し

て
い
た
０

、
穴
が
閧
い
て

い
た
り

し
た
場
所
を
発
見
し
た
場
合
は

、

速
や
か
に
補
修
や
清
掃
を
行
っ
て

い
ま

す
。グリーンシンフォニ

ー95
CHIBA

７
月
か
ら
は

、
道
路
の
よ
り
適

正

な
利
用
と
、
き
れ
い
な
街
並
み

を
確
保
す
る
た
め
、
ビ
ル
な
ど
か

ら
市
道
に
突
き
出
し
て

設
置
し
て

い
る
看
板
類
の
実
態
調
査
を
始
め

ま
し
た
。
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い

も
の
に
は
改
善
を
求
め
、
ま
た

基
準
内
で

あ
っ
て

も
、
規
定
の
占

用

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ

か
、
放
置
自
転
車
の
撤

収
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
な
ど

、
広

路上 駐車は道路清掃を妨げます

( 第12回全国都市緑化ちばフェア)

「
な
つ
か
し
い
み

ど
り
を
禾
来

に
」
を
テ

ー
マ
に
第
十
二
回
全
国

都
市
緑
化
ち
ば
フ

ェ
ア
を
閧
催
し

ま
す
。

芸
術
フ
ラ
ワ
ー
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
や
不

思
議
な
カ
ラ

ク
リ
の
展
示

と
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
、
花
と
緑
と

発
見
に

満
ち
た
幕
張

会
場
。
熱
帯

の
ジ
ャ
ン

グ
ル

、
巨
大

ド
ー
ム
「
花

の
美
術
館
」
な
ど
、
夢
と
楽
し
さ

い
っ
ぱ
い
の
稲
毛
会
場
を
シ
ャ
ト

ル

バ
ス
で
結
ん
で

、
あ
な
た
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
を
前
に
、
特
典
付
き
前
売

り
券
（
グ
リ
ー・
ン

パ
ス
ギ

ー
ト
）

を
発
売
し
て
い
ま

す
。

前
売
り
券
は
、
抽
選
で
旅
行

券
や
電
化
製
品

が
あ
た
る
ラ
ッ

キ

ー
ナ
ン
バ
ー
付
き
。
ま
た
、

前
売
り
券
の
提
示
で
、
フ
ェ
ア

期
間
中
千
葉
ポ
ー
ト
タ
ワ

ー
や

に
看
板
類
を
置
く
な
ど
、
悪
質
な

ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

②
道
路
を
駐
車
場
や
駐
輪
場
と
し

て
使
う
こ
と
。

③
道
路
を
ご
み
箱
と
し
て
使
う
こ

こ

れ
ら
は
景
観
を
損
ね
る
だ
け

で
な
く
、
重
大
な
交
通
事
故
の
原

因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
非
常
時
に
は
緊
急
車
両
が
通

れ
な
い
な
ど
、
人
命
に
か
か
わ
る

よ
う
な
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

奮
察
と
協
力
し
て
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施

く
て
安
全
で

、
快
適
な
道
路
を
守

る
た
め
努
力
し
て
い
ま
す
。
、

「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」

と
か
「
み
ん
な
も
や
っ
て
い
る
か

ら
」
な
ど
、
安
・易
な
気
持
ち
で
道

路
を

不
正

に
使

っ
て
い

ま
せ

ん

か
。
毎
日
使
っ
て
い
る
道
路
は

、

つ

い

そ
の

存
在

を
忘

れ
が
ち
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
誰
も
が
安
心
し

て

、
ま
た
気
持
ち
よ
く
通
行
で
き

る
よ
う
正
し

く
利
用
し
て
く
だ
さ

い

。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

千
葉
市
動
物
公
園
、
千
葉
マ
リ

ン
ス

タ
ジ
ア
ム
な
ど
の
施
設
が

割

引

料
金
で

入
場
で

き
ま

す

二

回
限
り
）
。

※
前
売
り
券
は
一
会
場
ず
つ
別
々

の
日
に
も
入
場
で

き
ま
す
。

閲
第
十
二
回
全
国
都
市
緑
化
ち
ぱ

フ
ェ
ア

実
行
委
員
会

昔
0
4
3
・
2
7
2
・

6
1
3
9

番

種　類 区　　　 分 金　　　　額

前売り

大　　人 1,G00円

高 校 生 800円
小中学生

高 齢 者
600円

当　日

大　　人 1,300円

高 校 生 1,000円

小中学生

高 齢 者
Z00円

県内そごう各店・セブンイレブン・ＪＲ東日
本みどり の窓口で発売中

写真　右上　路上に捨てられたゴミを回収。一人一人のマナーガ求めら れます。

左下　歩道に放置された自 転車。これでは人 が通れません。街路樹に鎖で

しぼりつ けているのは悪質な置き 看板。

右下　道路に突き出し て設置している看板類を調査。 道路の適正な利 用を

図り ます。

８月は道路をまもる月問ですインタビューインタビュー

道路清掃会社

斎藤　 松 幸５/し

かぶと山町会

古沢　淑子さん

きれいな道路と街並みは

一人一人のこころから

市の委託を受けて、定期的に道路

清掃をしています。路上のゴミは事

故の原因にもなりますから、慎重に

作業しています。最近は路上駐車が

多くなり、道路清掃車で清掃できな

い場合もありますので、皆さんのご

協力をお願いします。

きれいな街にしようと、近所の町

会の皆さんと協力して、美化活動を

しています。

時々、道端に捨てられたゴミを見

ると悲しくなります。みんなの道路

という気持ちを持ちたいですね。

児

童

扶

養

手
当

８

月

期

分

を

支

給８
月
1
1
1
1

日
窗
か
ら
郵

便
局
・
銀

行
で
８

月
期
分
の
手
当
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

黷

援
護
課
援
護
係

児

童

扶

養

手

当

・

特

別

児

童

扶

養

手

当

の

現

況

届

の

受

け

付

け児

童

扶

養
手

当

・

特
別

児

童

扶

養

手
当

を

受

け
て

い

る

人

に

は

、

今

月
上

旬

に

現

況

届

（
更

新

手

続

き

）
の

用

紙

を

送
り

ま

す

。

現
況

届
の

提

出

が

な
い

と

、
８

月

分
以

降
の

手

当

を

受
け

取

れ

な

く

な
り

ま

す
。

ご

注

意
く

だ

さ
い

。
受
付

期

間

８

月
Ｈ

日

窗
～

９

月

］１１
日

側

残

児
童

扶

養

手
当
＝

援

護

課

援

護

係

、
特

別

児

童

扶

養
手

当
り

し

あ

わ
せ

課

給

付

係

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

妻

は

国

民

年

金
の

届

け
出

を
お
忘

れ

な
く

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
妻
は

、
国
民
年
金
の
第
三

号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。
保
険

料
は
、
夫
が
加
入
し
て
い
る
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
の

制
度
全
体
が

負
担
し
て
い
ま
す
か
ら

、
夫
の
給

料
か
ら
差
し
引
か
れ
た
り
、
妻
自

身
が
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ

ん
。

し

か
し

、
第
三
号
被
保
険
者
で

あ
る
届
け
出
は
必
要
で

す
。
届
け

出
を
忘
れ
る
と
年
金
の

額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
受
け
取

れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
夫
の
転
職
や
退
職
、
妻

が
夫
の
扶
養
か
ら
は

ず
れ
た
場
合

も
届
け
出
が
必
要
で

す
。

届
け
出
は
国
民
年
金
課
ま
た
は

各
支
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
国
民
年
金
課
適
用
係

防

災

行

政

用

無

線

局

の

放

送

を

一

時

中

止

し

ま

す

防
災
行
政
用
無
線
局
の
工

事
の

た
め
、
現
在
午
後
６
時
に
放
送
し

て
い

る
「
歌
の
街
」
の
放
送
を
、

８
月
1
9日
出
～
2
6日
出
の
間
中
止

し
ま
す
。

閲
防
災
課

国

民

健

康

保

険

料

口
座

振

替

を

ご
利

用

の

人

へ

今
年
度
か
ら
納
入
明
細
書
は

、

偶
数
月
に
二
ヵ

月
分
を
ま
と
め
て

発
送
し

ま
す
。

※
一
、
二
期
分
は
８
月
に
ま
と
め

て

発
送
し
ま
す
。

醪一
国
民
健
康
保
険
課

保
険
料
収
納

係白
井

聖

地

公

園

の

管

理

料

を

改
定

し

ま

す

白
井
聖
地
公
園
の

管
理
料
を
、

平
成
７

年
度
公
募
分
よ
り
年
額
三

千
六
百
円
か
ら
四
千
八
百
円
に

改

定
し

ま
す
。

な
お
、
す
で
に

使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
次
回
更
新
時
か
ら
に

な

り
ま
す
。

醴
白
井
聖
地
公
園
課
庶
務
係

お
年

寄

り

に

住

宅

を

あ

っ

せ

ん

し

ま

す

現
在
、
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い

る
住
居
の
立
ち
退
き
等
を
求
め
ら

れ
て

お
困
り
の
人
は

、
ご
連
絡
く

だ
さ
い

。
お
住
ま
い
探
し
の
お
手

伝
い

を
し
ま
す
。

対
象
①
六
十
五

歳
以
上
の
独
り

住
ま
い
の
人
ま
た
は
六
十
歳
以
上

の
人
で

六
十
五
歳
以
上
の
人
と
同

居
し
て
い
る
人
②
自
分
で
日

常
生

活
を
営
め
る
人

周一
住
宅
課
公
営
住
宅
係

外

国

人

を

雇

用

の

際

に

は

、

パ

ス

ポ

ー
ト

で

在

留

資

格

の

確

認

を

「
短
期
滞
在
」
な
ど
、
働
く
こ

と

が
認
め
ら
れ
な
い
在
留
資
格
の

外
国
人
を
雇
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

今
後
、
私
た
ち
が
よ
り
よ
い
国

際
交
流
を
推
進
し
、
健
全
な
社
会

の
発
展
を
図
る
た
め
に
は

、
こ
の

問
題
を
正
し
く
理
解
し
て

、
外
国

人
の
不
法

就
労
を
な
く
す
よ
う
心

が
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

閲
松
戸
警
察
署
音
6
9・
0
1
1
0

番

、
松
戸
東
警
察
署
音
4
9・
0
1

1
0

番
、
東
京
入
国
管
理
局
音
0
3

・
３
２
８
６
・
5
2
4
1

番

原

爆

投

下

日

に

は

慰

霊

と

平

和

の

祈

念

を

昭

和
2
0
年
８

月

６

日
午

前

８

時

1
5分

広

島
に

、

９

日

午

前
１１
‥一
時
２

分

長

崎
に

原

子

爆

弾

が
投

下

さ

れ

て

か

ら

、

満
五

十

年

を
迎

え

ま

す

。

死

没

者
の

め

い

福

と
世

界

の

平

和
を

祈
り

、
各

職

場
や

家
庭

で

、

一

分

間

の

黙

と

う

を

し

ま

し

ょ

う

。

騷
一
総

務

部

庶
務

課

庶

務

係

県

立

千

葉

高

等

技

術

専

門

校

Ｃ

Ａ

Ｄ

製

図

科

生

徒

募

集

1
0月
～
８
年
３

月
の
土
・
日
曜

日
、
祝
日

、
休
日

を
除
く
毎
日
、

午
前
９

時
～
午
後
４

時
　
対
象
十

八
歳
以
上
の
就
職
を
希
望
す
る
女

性
・
二
十
人
　

選
考
日
９
月
６
日

困
　

費
用
三
万
五
千
円

圃
８
月
3
0日
祟
ま
で
に

、
指
定
の

書
類
を
記
入
し
て

県
立
千
葉
高
等

技
術
専
門
校
(
0
0
4
3・
2
3
2
・
7
6

3
3
番
）
へ

国
勢
調
査

松

戸

市

観

光

協

会

ロ

ゴ

マ

ー

ク

を

募

集

内
容
市
民
に
親
し
ま
れ
、
松
戸

の

観
光
を
知
っ
て
も
ら
え
る
も
の

規
格
Ｂ
５

サ
イ
ズ
程
度
（
画
材
は

自
由
）

※
採
用
作
品
に
は
賞
金
五
万
円
。

佳
作
に

は
松
戸
の
特
産
品
セ
ッ

ト
を
差
し

あ
げ
ま
す
。

圃
８
月
3
!日
困
ま
で
に

、
作
品
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て

、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七

－

五
松
戸
市
役
所
商
工
課
内
松
戸

市
観
光
協
会
事
務
局
ロ
ゴ
マ

ー
ク

募
集
係
へ

松

戸

ま

つ

り

・

県

人

会

コ

ー

ナ

ー

の

出

店

者

を

募

集

受
付
日

時
８
月
８
日
㈹
～
2
5日

詣

、
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0分

対

象

市
民

に
よ

る

県
人

会
で

、

故
郷
の
特
産
品
・
名
産
品
を
販
売

す
る
も
の

※
松
戸
ま
つ
り
は
1
0月
７
日

出
・

８
日
㈲
の
二
日

間
、
会
場
は
松

戸
駅
周
辺
の
歩
行
者
天
国
ふ

る

さ
と
県
人
会
コ

ー
ナ

ー

匣
直
接
、
松
戸
商
工

会
議
所
（
昔

6
4・
3
1
1
1

番
）
へ

千

葉
県
職
員
採
用
試

験

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

固
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

北

千

葉

広

域

水

道

企

業

団

職

員

募

集

募
集
職
種
一
般
事
務
・
機
械
の

各
上
級
職
　

募
集
人
員
各
一
人

受
験
資
格
昭
和
4
2年
４

月
２
日
か

ら
昭
和
4
9年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
　
試

験
日
９

月
1
7日
屈

受
付

期
間
８

月
1
1
1
1

日
倒
ま
で

‘

問
北
千
葉
広
域

水
道
企
業
団
総
務

課
容
4
5・
3
2
1
1

番

お

は

な

し

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

出

演

者

募

集

公
演
日
９
月
3
0日
出
午
後
１
時

～
３
時
1
0分

、
1
0月

―
日

㈲
午
前

1
0時
～
午
後
３

時
2
0分
　

会
場
青

少
年
会
館
　
対

象
子
供
た
ち
の
た

め
に
人
形

劇
・
紙
芝
居
・
素
話
な
ど

を
演
じ
て

く
れ
る
人
や
グ
ル

ー
プ

固
剛
松
戸
市
お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ

ン

登
4
4・
3
0
3
7

番

刑

務

官

募

集

受

付

期
間

８

月
2
1
日
囲

～

９

月

４

日

㈲
　

試
験

日

第

一

次
1
0
月

８

囗
㈲

、

第
二

次
1
0
月
８

日

旧

・

９

囗
剛
　

受

験
資

格

昭

和
4
1
年
４

月

２

日

～

昭

和
5
3
年
４

月
１

日

生

ま

れ
の

人

醋

干

葉

刑
務

所
庶

務

課

昔
0
4
3
・
川
一
・

１

１
（
‥ぴ
Ｉ

内

鍄
ズ
乙
０
７

番

試験区分
試験職種 採用予定人員 受　験　資　格

受付期間
問い合わせ先

初

級

一般行政 25人程度

昭和49年４月２日～53

年４月１日に生まれた

人（ 学歴不問）

※他に欠格事項あり

８／１６㈲～

9/1c

干葉県

人事委員会

事務局任用課

S043-223-3713

番

テレフォンサー

ビス

U043-221-6773

番

士　　木 10人程度

機　　械 ３人程度

警察事務 13人程度

市町村立
学校事務

３人程度

栄 養 士

(資格試験)
10人程度

昭和40年４月２日～51

年４月１日に生まれた

人で、栄養士の免許を

徇する人、または平成

８年４月末日までに当

該免許を取得見込みの

人

※他に欠格事項あり

(外国籍の人も受験可)

j8月25日慟～埔月22日覆

会場幕張海浜公園
稲毛海浜公園　

ｊ

憑

皆
さ
ん
は
ヽ

道
路
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
が
邪
魔
に
な
っ
て
ヽ
歩

き
づ
ら
か
っ
た
り
、
危
な
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

道
路
は
わ
た
し
た
ち
が
毎
日
使
う
公
共
の
財
産
で
す
。
安
全
で
快

適
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
は
正
し
く
、
広
く
、
美
し
く
使
い
ま

し
よ
う
。

８
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
道
路
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。



川に親し む親子の集い
総合治水推進イベントを開催

川
や
水
に
親
し
み
な

が
ら
、
市

や
県
な
ど
が
行
っ
て
い

る
治
水
事

業
や
親
水
事
業
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い

た
だ
く
た
め

、「
川
に
親

し
む
親
子
の

集
い
」
を
閧
催
し
ま

す
。た

く
さ
ん
の
催
し
物
を
用

意
し

て

皆
さ

ん
を

お

待
ち
し
て

い

ま

す
。申

し
込
み
の
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

（
先
着
順
）
。

日
時
…
８

月
2
6日
出
午
前
９

時

～

午
後
１
時
〔
雨
天
の
場
合
は
2
7

㈲
に
延
期
〕

会
場
：
哀

川
親
水
広
場

（
上
矢

切
）費

用
・：
無
料

固
河
川
課

催
し
物
一
覧

催　し　物 内　　　　　容 定　　　員 備　 考

魚　釣　り　 大　会
大物賞などの入賞商品を用意

釣り用具・エサは各自持参

大人50人

子供50人
申し込み制

子供魚つかみどり大会
小学６年生までの子供・中学生で

竸います。入賞商品を用意

小学生以下200人

中学生50人
申し込み制

子 供 宝 さ がし 大 会
池の中の宝を探します。

入賞商品を用意

小学生以下200人

中学生50人
申し込み制

川 ク イ ズ 大 会
㈲こちなんだクイズに答えて商品

がもらえます。
自由参加 -

ヨ ー ヨ ー 釣 り
釣り上げたヨーヨーを差し上げま

す。
自由参加 -

浸 透 施 設 展 示
浸透ます・浸透管の展示や実験を

行います。 -

治 水 パ ネ ル 展 示
総合治水をわかりやすくしたパネ

ルです。 -

模　　　 擬　　　 店 焼きそぱ・ジュース・かき氷など 有料

参
議
院
議
員
選
挙
が
７

月
2
3日

㈲
に

行
わ
れ
、
岩
瀬
良
三
、
倉
田

寛
之
の
両
氏
が
千

葉
県
選
挙
区
選

出
議
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
市
内
の

選
挙
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

当
日
有
権
者
数

男
－

一
七
九
、
四
六
五
人

ｙ
ｌ
一
七
四
、
〇
〇
八
入

訂－

三
五
三
、
四
七
三
人

投
票
者
数

男

―
　
六
九
、
五
一
八
人

女

―
　
六
七

、
九
六
四
人

計
－

匸
二
七
、
四
八
二
人

氏名・学年・電話番号を記入して
に 親しむ親子の集い」係へ

※申し 込み制の催し 物は、往復ハガ キに住所 ・

〒271 松戸 市根本387-5 松戸市役所 河川課内「jl

会
場
案
内
図

投
票
串

男
―
　
三
八
・
七
四
％

女
－
　

三
九
・
〇
六
％

平
均
－

三
八
・
八
九
％

候
補
者
別
得
票
数

倉
田

寛
之
氏

四
九
、
一
六
二
草

岩
瀬
良
三
氏

三
八
、
九
八
九
票

中
嶋
誠
氏

匸
一
、
一
〇
一
票

西
舘
好
子
氏

八

、
七
六
六
票

前
野

智
加
子
氏

二

、
〇
五
二
票

立
崎
誠
一
氏

一

、
二

二
一
票

岩
沢
茂
行
氏

二
三
八
票

（
得
票
順
）

固
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

サ
ー
ク
ル

※
会
場
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

松

戸

太

極

拳

道

友

会

毎
週
火
曜
日

午
後
７
時
～
９

時
　

会
場
運
動
公

園
　
対
象
中

学

生
以
上
　

費
用

月
三

千
円

入

会
金
二
千
五
百
円
）

固
土
信
田

昔
4
2・
6
4
7
4
（
月

曜
～
金
曜
午
後
６

時
以
降
）

ニ

ュ

ー

稔

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

（

社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週
土

曜
日
午
後
６

時
3
0分

～
８

時
3
0分
　

会
場
稔
台
市
民

セ
ン

タ
ー
　

費

用
月
三

千
円

入

会
金
千
円
）

醴
鈴
木
容
6
2・
1
8
1
4

番

女

声

合

唱

団

コ

ー

ル

ー
フ

ロ

ー

ラ

毎
週
金
曜
日
午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
１

時
　
会
場
市
民
会
館

費
用
月
四

千
円
（
入
会
金
千
円
）

固
梅
木
昔
8
7・
9
8
7
8

番

新

松

戸

踏

友

会

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週
木
曜
日
午
後
７

時
～
９

時
　
会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
　
対
象
ペ
ア
ま
た
は
男
性
の

み
　

費
用
月
二
千
五
百
円

（
入

会
金
千
円
）

固
本
田
昔
6
2・
9
2
2
4

番

仲

良

し

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
～
４

時
　
会
場
矢
切
公
民
館
　

費
用

月
五
百
円
（
入

会
金
千
円
）

題
井
上｛
一一
9
2・
1
7
3
7

番

松

戸

ソ

シ

ア

ル

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
①
火
曜
日

②
土
曜
日
、

各
午
後
７

時
～
９
時
　

会
場

①

古
ヶ

崎
市
民
セ
ン
タ
ー
②
小
金

市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
三
千

Ｊ
」（
入
会
金
二
千
円
）

閲
安
納
豊
6
7・
7
5
2
6

番

矢

切
（

Ｉ

モ

ニ

カ
ク

ラ

ブ

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
午
後

６

時
3
0分
～
８

時
3
0分
　

会
場

矢
切
公
民
館
　

費
用
月
三
千
円

（
入

会
金
千
円

）

閲
武
崎
音
6
5・
6
6
4
8

番

小

金

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

毎
週
第
二
・
四
木
曜
日
午
後

７

時
～
９
時
　

会
場
小
金
市
民

セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
千
五
百
円

久

会
金
二
千
円

）

固
円

山
容
4
1・
4
4
1
4

番

松

戸

太

極

拳

毎
週
日
曜
日
午
後
３
時
～
６

時
　

会
場
馬

橋
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
三
千
円
入

会
金
二
千
円
）

固
熊
沢
容
4
1・
9
4
2
5

番

矢

切

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

毎
月
第
一
～
四
火
曜
日
午
後

６
時
3
0分
～
８
時
3
0分
　

会
場

矢
切
公
民
館
　

費
用
月
三
千
円

（
入
会
金
千
円
）

固
菅
野
容
6
3・
0
3
4
8

番

松

戸

折

り

紙

サ

ー

ク

ル

毎
月
第

丁

三
水
曜
日
午
後

１
時
～
３

時
　
会
場
女
性
セ
ン

タ
ー
（
９

月
ま
で
市
民
会
館
）

費
用
月
千
円
（
入
会
金
千
円
）

固
島
村
容
6
2・
5
2
8
6

番

ク

ラ

シ

ッ

ク

バ

レ

エ

サ

ー

ク

ル

ー
オ

ー

ロ
ラ

毎
週
木
曜
日
午
後
３
時
3
0分

か
ら
と
土
曜
日
午
後
２
時
か
ら

会
場
小
金
北
市
民
セ
ン
タ

ー

対
象
幼
稚
園
児
以
上
　

費
用
月

三
千
円
（
入
会
金
三
千
円
）

問
大
川

音
4
3・
1
9
3
7

番

よ

し

み

会
（

裏

千

家

茶

道

）

月
三
回
火
曜
日
午
前
1
0時
～

午
後
３
時
　
会
揚
新
松
戸
市
民

セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
四
千
円

入

会
金
千
円
）

固
田
中
・一一
4
1・
1
6
5
5

番

リ

ズ

ム

体

操

ク

ラ

ブ

毎
週

水

曜
日

①
午

前
９

時
3
0

分
ふ

…一
時
3
0
分

②
1
0
時
3
0
分

～

い１１一
時
3
0
分
　

会

場

常

盤
平

市

民

セ
ン

タ

ー
　

対

象
女

性
　

費
用

月

二
千

円

（
入

会

金

千
円

）

固

原

田

昔
8
6
・
7
4
5
2

番

社

交

ダ

ン

ス
2
0
会

月
四

回

火

曜
日
午

後
２

時

～
４
時
　

会
場
二
十
世
紀
が
丘

市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
三
千
五

百
円
（
入
会
金
千
円
）

醴
新
堀
音
6
5・
4
0
0
0

番

は

な

み

ず

き

編

み

物

サ

ー

ク

ル

（

ヴ

ォ

ー

グ

式

）

毎
週
水
曜
日

午
前
1
0時
～
午

後
１

時
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー

（
９
月
ま
で
勤
労
会
館
）
費
用
月

三
千
六
百
円
（
入
会
金
三
千
円

）

茴
渡
辺

酋
8
8・
8
9
2
1

番

参
議
院
千
葉
県
選
挙
区選

出
議
員
が
決
定

小
岩
井
清
氏

一
九
、
七

二
（

票



ゴ
ミ
の
分
別
や
出
し
方
の

市
で
は
ゴ
ミ

を
効

率
的
に

処
理

す
る
た
め
、
皆
さ
ん
に
ゴ
ミ
の
出

し

方
や
分
別
に

ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す

。

最
近

、
一
部
の

ゴ
ミ
集
積
所
で

ゴ
ミ

を
出
す
曜
日

や
時
間
、
ま
た

分
別
の
ル

ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

各
自
が
ル

ー
ル

を
必
ず
守
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
プ

レ
ー
缶

は
資
源
ゴ
ミ
で

化
粧
品
の
ス
プ
レ

ー
缶
や
カ
セ

ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
最
後
ま
で
使
い
切

り
、
穴
を
開
け
て
ガ
ス
抜
き
を
し

「
資
源
ゴ
ミ
」
と
し
て

出
し
て
く

だ
さ
い
。「
燃
や
せ
な
い

ゴ
ミ
」
と

は
一

緒
に
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
燃
や
せ
な
い

ゴ
ミ
は
破

砕
処
理
を
し

ま
す
の
で

、
爆
発
事

故
が

発
生

す
る

恐
れ

が
あ
り

ま

す
。

ガス抜きをして

資源ゴミ に

黒

ビ
ニ
ー
ル
袋

を
使

わ
な
い
で

黒
ビ
ニ

ー
ル
袋
に

割
れ
た
ガ
ラ

ス
や
刃
物
が
入
っ
て
い

る
と
、
収

集
す
る
時
と
て
も
危
険
で

す
。
ま

た
、
中
身
が
入
っ
た
ス
プ
レ

ー
缶

な
ど
は
収
集
車
や
圧
縮
機
の

中
で

限りある水　ムダをなくして

ひ

と
り
ひ
と

り
が

心
掛
け
た

い
　

節
水

皆
さ
ん
の
お
手
元
に

届
け
ら
れ

て

い
る
水
道
の
水
の
ほ
と
ん
ど
は

、

江
戸
川
の
河
川
水
を
浄
化
し
た
も

の
で
す
。

水
道
用
河
川
水
は
、
上
流
に
作

ら
れ
た
ダ
ム
に
よ
っ
て

生
み
出
さ

れ
ま
す
が
、
現
在
は
計
画
さ
れ
て

い
る

ダ
ム
の
一
部
し
か
完
成
し
て

い
な
い
た
め
、
十
分
な
水
の
量
が

確
保
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
ま
せ

ん
。特

に
夏
場
は
水
の
使
用
量

が
増

え

る
季
節
で

す
。
ひ
と
り
ひ
と
り

が
節
水
を
心
掛
け

、
水
を
大
切
に

使
う
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

固
北

千
葉

広
域

水
道

企
業
団
昔

4
5・
ＱＪ
９
】１
１

番

爆
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ビ
ニ

ー
ル
袋
は
、
中
が
よ
く
見

え
る
も
の
を
使
い
ま
し

ょ
う
。

市
で
処
理
で
き
な
い
ゴ
ミ

プ
ロ
パ
ン

ガ
ス

ボ
ン

ベ
、
消
火

器
、
タ
イ
ヤ
等
は
収
集
や
処
理
を

し
て
い
ま
せ
ん

。
販
売
店
で

ご
相

談
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
引

越
し
ゴ
ミ
は
自
分
で

市
の
施
設
（
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー

等
）
へ
運
ぶ
か

、
処
理
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

お風呂 の 残り 湯 は洗 濯、

掃除 に再利 用
蛇口の開閉はこまめに蛇口 に「 節水コ マ」

を取り 付ける

家
庭
ゴ
ミ
の
分
け
方
・

出
し
方
の
チ
ラ
シ
を
市
民

課
窓
口
や
各
支
所
で
お
配

り
し
て
い
ま
す
。

８

月
１５
日
脚

は
「
ゴ
ミ

の

収
集
」
と
し
尿

の
く
み

取

り
」
は
休
み

ま
す
。

茴
清
掃
業
務
課

お米のとぎ汁、すすぎの
排水も植木などに再利用

「 音消し 」の ため の

二度流し をし ない

節

洗車はバヶツ洗いで

排水も植木などに再利用
水の沸かしすぎ、
張りすぎに気をつける

油汚 れのひど いも のは、

一度 紙でふ きとる

松

戸

市

民

合

唱

団

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
3
0分

～
午
後
９

時
　
会
場
市
民
会
館

費
用
月
四
千
円
（
入
会
金
千
円
）

固
井
出
昔
4
2・
9
4
1
0

番

松

戸

歌

謡

同

好

会

す

ず

め

（

カ

ラ

オ

ケ

）

毎
週
水
曜
日
午
後
７

時
～
９

時
　

会
場

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
月
二
千
円

入

会
金

千
円
）

茴
中
井
登
4
5・
0
9
8
2

番

エ

プ

ロ

ン

会

（

料

理

）

毎
月
第
二
水
曜
日
午
前
1
0時

～
午
後
１

時
　
会
場
小
金
市
民

セ

ン

タ

ー
　

費
用
月

五
百

円

入

会
金
な
し
）

固
木
村
音
4
4・
3
1
0
1

番

馬
橋

東

ペ
ン
習

字

サ

ー
ク

ル

月

三
回

月

曜
日

午
前
1
0
時

～
午
後
１

時
　

会
場
馬
橋
東
市

民
セ
ン
タ
ー
　

費
用
月
二
千
円

入

会
金
千
円

）

問
鈴
木
登
4
1・
6
9
7
6

番

松

戸

市

民

吹

奏

楽

団

毎
週
土
曜
日

午
後
６

時
～
９

時
　
会
場
市
民
会
館
　

対
象
高

校
生
以
上
（
全
パ
ー
ト
）
　
費
用

月
千
五
百
円

久

会
金
五
百
円
）

固
伊
藤
昔
4
6・
5
1
9
6

番

木

目

込

人

形

和

光

会

月
三
回

①
月
曜
日
午
後
１

時

～
４

時
②
火
曜
日

午
前
９

時
3
0

分

～
正

午
　
会
場

①
上

本

郷

（
個
人

宅
）

②
市
民
会
館
　

費

用
①
月
三
千
五
百
円

②
月
三
千

円

入

会
金
二
千
円
）

固
友
部
音
4
3・
8
4
8
4

番

は

だ

し

の

会
（

文

章

講

座

）

毎
月
第
一
火
曜
日
午
前
十
時

～
午
後
一
時
　

会
揚
女
性
セ
ン

タ

ー
　
費
用
月
八
百
円
（
入
会

金
な
し
・
文
集
積
立
金
月
七
百

円
）

醴
高
橋
容
6
4・
9
7
8
6

番

す

ば

る

の

会

（
油

絵

）

月

四

回
日

曜
日

午

後
１

時

～
４

時
　
会
場
八
柱
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
五
千
円
（
入
会

金
千
円
）

問
和
田

昔
8
8・
4
6
8
5

番

版

画

パ

ン

パ

ン

毎
週

水
曜
日
午
後
１
時
～
４

時
　

会
場
青
少
年
会
館
　
費
用

月
三
千
五
百
円
（
疂

釜

二
千
円
）

問
石
山
音
4
3・
7
4
8
7

番

灯

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

毎
月
第

∵

三
火
曜
日
午
後

７
時
～
９
時
　

会
場
馬
橋
西
市

民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
二
千
円

入

会
金
千
円
）

問
辻
・一一
4
4・
8
9
7
3

番

六

高

台

籐

サ

ー

ク

ル

毎
月
第

丁

三
金
曜
日
午
前

1
0時
～
正

午
　
会
場
六
実
市
民

セ
ン
タ
ー
　

費
用
月
千
五
百
円

久

会
金
五
百
円
）

固
本
間
豊
8
7・
5
7
1
3

番

北

小

金

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル毎
週
月
曜
日
午
後
１

時
～
４

時
、
木
曜
日

午
後
７

時
～
９
時

対
象
初
心
者
　
会
場
小
金
市
民

セ
ン
タ

ー
　
費
用
月
千
五
百
円

入

会
金
千
円
）

問
関
口

音
4
3・
7
8
0
8

番

松

戸

登

校

拒

否

を

考

え

る

会
毎
月
一
回
午
前
1
0時
～

午
後

Ｏ

時
3
0分
と
１
時
3
0分
～
４
時

3
0分
　
会
場
勤
労
会
館
他
　
費

用
年
三
千
円
（
入
会
金
な
し
）

問
増
山

容
4
4・
0
7
8
8

番

松

戸

ク

ロ

ッ

キ

ー

の

会

毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
3
0分

～
９

時
　
会
場
市
民
会
館
　

費

用
月
三
千
五
百
円

（
入
会
金
五

千
円

）

茴
新
橋
昔
6
3・
6
8
2
7

番

日

踊

会

（

社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週
日

曜
日
午
後
７
時
～
９

時
　

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ

ー
　
対
象
夫
婦
で

参
加
で
き
、

少
し
踊
れ
る
人
　

費
用
月
三
千

円

入

会
金
二
千
円
）

固
佐
藤
昔
4
1・
8
3
1
8

番

松

戸

合

気

道

ク

ラ

ブ

武

産

会
毎
週
①
火
・
土
曜
日

②
木
曜

日

各
午
後
７
時
～
９

時
　
会
揚

①
常
盤
平
体
育
館
②
ク
リ

ー
ン

セ
ン
タ
ー
体
育
室
　

対
象
小
学

生
以
上
　

費
用
小
学
生
＝
月
千

円

、
中
学
生
以
上
＝
月
三
千
円

入

会
金
三
千
円
）

固
小
田
音
8
5・
4
8
5
7

番

松

戸

市

消

費

者

の

会

例
会
毎
月
第
二
火
曜
日
午
前

1
0時
～
正
午
　

会
揚
松
戸
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
講
座
室
　

費

用
年
会
費
千
五
百
円

圀
深
谷

酋
8
7・
1
6
4
6

番

松

戸

小

唄

会

毎
週
土
曜
日
（
第
五
土
曜
日

を
除
く
）
午
後
１

時
3
0分
～
６

時
　

会
揚
市
民
会
館
　
費
用
月

六
千
円

固
島
村
容
6
2・
5
2
8
6

番

有効に使い ましょう

リ
サ
イ
ク
ル
型

文
化
社
会
は
松
戸
か
ら

水

ル

ー

ル

を

守

り

ま

し

ょ

う



お

天

気

フ

ェ

ア
9
5
－

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｙ

Ｏ
－

８

月
1
6
日
困

～
1
9田

、

午

前
1
0

時

～

午

後
５

時

（
1
6
日

は

午

膊

‥１１一

時

か

ら
、
1
9日

は

午

後
４

時

ま
で

）

会

場

新
宿

Ｎ
Ｓ

ビ
ル

ー
階

時
計

広

場

（
入

場

無

料

）
　

内

容

自
然

の

楽
し

さ

不

思

議
さ

を

紹
介

し

て

地

球

科

学
に

親
し

む

と

共
に

、
自

然

の

力
を

知

っ
て

も
ら

う

問

気

象

庁

広
報

室

昔
0
3
・
3
2
1

9
に一
・
（
χ
り
Ｑ
Ｊ
４

１

番

流

山

青

年

の

家

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

「
サ

マ

ー

フ

ェ

ス

タ

」

８
月
2
7日
面
午
前
1
0時
～
午
後

３
時
　

会
場
流
山
青
年
の
家
　
内

容
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー・
シ
ア
タ

ー
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム
大
会
・
模
擬
店
・

フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
ほ
か
　

費
用

無
料

※
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
す

る
人
（
先
着
五
十
人
）
と
運
営

ス
タ
ッ
フ
（
中
学
生
以
上
）
を

８
月
1
5日
㈹
ま
で

募
集
し
て
い

ま
す
。

固
県
立
流
山
青
年
の
家

一`
〇
４
７

１
・
5
9一（
／一
〇
〇
４

番

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

催

し

物
市役所の代表電瑟ぱ－ ６６ｍZjjj

千

葉

県

大

卒

等

就

職

促

進

合

同

面

接

会

９

月
５
日
㈹
午
前
1
0時
～
午
後

３
時
　
会
場
幕
張
メ
ッ
セ
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
　

対
象
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
を
来
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
学
生

寮
将
来
を
担
う
若
い
人
材
の
確
保

に
向
け
て
、
企
業
の

参
加
も
お

願
い
し
ま
す
。

固
県
商
工
労
働
部
職
業
安
定
課
昔

0
4
3
・
2
2
3
・（
‥乙
７
ｇ
）にり
番

行
方
不
明

者
を
捜
す
相
談

会

期　　日 時間 会　　　 場

8 /31附ま

で(土･日曜

日を除く)

午
?{i

？

盂

高

千葉県警察本部鑑識課

8/7 側 市川警察署

11脚 船橋警察署

17㈲ 柏警察署

※相談の際は、本人の写真をご持参ください

固

千

葉
県

警
察

本

部
鑑
識

課
容

0
4
3
・
万一
・（
り
１
ＱＪ
１
番

県
立
現
代
産
業
科
学
館
の
催
し
物

日　　　　時 内　　　 容 定員 費用

8/8  W～２０(日)
夏休み

大型映像フェスティバル

1日5回

各回

260人

一 般

600円

高大学生

400円

小中学生

200円

①8 /10困～16團

②8 /22 ㈲～27(日)

夏休み科学体験フェスティバル
①｢立体画像と3次元の世界｣

②｢
ウミホタルショー｣

(実演時刻は問い合わせを)

各回

200人
無料

8 /12(±)

午前10時50分～正午
産業たんけん隊（小学生） 20人 無料

8 /20(日)

午後２時～３時30分

産業技術史講座｢船の歴史｣

講師：日本莓事史学会理事

山田知夫氏

45人

(要予約)
無料

8 /23G!1く）

午前９時～午後４時30分

工場見学会

(三井造船干葉工場ほか)

40人

(要予約)

保険代

140円

8 /31W まで

午前９時～午後４時30分

企画展示「わかりやすい

先端技術～繊維の今～」 - 無料

夏

休

み

映

画

大

会

８
月
2
4日
閑

午
前
1
0時
～
正
午

と
午
後
２
時
～
４
時
　

会
場
市
民

劇
場
　

内
容
ラ
イ
オ
ン
キ
ン

グ
・

ひ
ろ
し
ま
の
エ
ノ
キ
　

対
象
市
内

在
住
の
児
童
と
そ
の
親
　

費
用
無

料

定
員
各
回
先
着
三
百
三
十
二
人

圃
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
午
前
午
後
の
別
・
希

望
人
数
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七
－

五

松
戸
市
役
所

こ

ど
も
課
育
成
係
へ

納

涼

大

会

８

月
６

日

㈲

午

後
６

時
～

８

時

3
0分
　

会

場

も

く
せ

い

園

（
鎌
ヶ

谷

市

中

沢
一
元

一
－

一

）
　

内

容

盆

踊

り

・

模
擬

店

な

ど

閲

も

く
せ

い

園
｛
一一
〇
４

７

４
・
4
3・

3
3
3
1

番

親

子

手

賀

沼

船

上

観

察

会

８

月
1
8
日

窗

午

前
1
0

時

～

午

後

３

時
　

対

象

小

学

四

年

生

～

中

学

生

と

そ

の

親
　

定

員

先

着

三

十

五

人
　

内

容

船

上

か

ら

の

手

賀

沼

観

察

ほ

か
　

費

用

無

料

寮

昼

食

・
飲

み

物
・
筆

記

用

具

持

参

圃

電

話

で

、

手

賀

沼

親

水

広

場

容

０

４

７

１

・
8
4

・
　
O
」Ｏ
」Ｏ
」Ｏ

番

へ

お
は

な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン

期　日 会　　楊 時　間 形態

8 /23團 図書館本館

午後３時

？

３時30分

お
は
な
し
会

2紹 小金分館

3肺 図書館本館

圉電話またはフ：？クスで県立現代産業科学館H79-2000 番、FAX79-2

221番へ

借

地

借

家

の

無

料

相

談

８
月
1
2日
出
午
後
１

時
～
４

時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

醴
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
久
保

田
昔
4
1・
8
2
7
9

番

は

り

・

き

ゅ

う

・

マ

ッ

サ

ー

ジ
の

施

術

を

奉

仕

８
μ
（
一
日

㈲
午
前
９

時
3
0分
か

ら
　
会
場
総
合
福
祉
会
館
　
内
容

は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま
　

費
用

無
料

圉
８

月
1
2日
出
ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
希
望
の

施

術
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
上

矢
切
二
九
九
－

一
総
合
福
祉
会
館

内

身
体

障
害

者
福

祉
セ
ン

タ

ー

（
昔
6
8・
1
4
9
3

番
）
へ

対象 …３～ ９歳　 費用 …無料

でんわおはなしキャラ バン豐77-0000 番

問市立 図書館**65-5115 番

ご み 減 量 化 推 進 全 国 大 会

「

ひ

ま

わ

り

号

」

で

み

な

と

み

ら

い
2
1

へ

期

日
1
0

月
1
5
日

㈲
　

行

き

先

み

な

と

み

ら

い
2
1
儿

コ

ン

ト

マ

ー

ク

タ

ワ

ー

を

中

心

に
　

定

員

障

害

者

百

人

、

同

伴

者

（
家

族

）

八

十

人

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

百

七

十

人
　

費

用

大

人

四

千

円

、

中

・

高

・

短

大

・

大

学

生

三

千

五

百

円

、

小

学

生

三

千

円

（
交

通

費

・

昼

食

・

タ

ワ

ー

展

望

代

・

保

険

料

を

含

む

）

毘

９

月

２

日

出

ま

で

に

（
先

着

順

）
、（

ガ

キ

に

住

所

・

氏

名
・
年

齢

・

電

話

番

号

・

障

害

者

か

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

区

別

を

記

入

し

て

、

〒

2
7
0
－
0
1

流

山

市

下

花

輪

四

〇

九

（
東

葛

病

院

内

）
ひ

ま

わ

り

号

を

走

ら

せ

る

「
ち

ば

」
実

行

委

員

会

（
｀
一

〇

４

７

１

・
5
8
・
Ｇ
χ
ソ
‘９
（`

）`
番

）
　
へ

９
／
Ｕ
困
午
前
1
0時
～
午
後
４

時

社

会

福

祉

施

設

等

合

同

求

人

説

明

会

８

月
2
7日

㈲

午

後
Ｏ

時
3
0
分

～
３

時
3
0分
　

会
揚
日
本
コ
ン

ベ

ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際
会
議
場

二
階
会
議
室
　

対
象
社
会
福
祉
施

設
へ

就
職
を
希
望
す
る
人
　
内
容

各
施
設
の
職
員
に
よ
る
個
別
面
談

圉
当
日

会
場
で

固
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材

セ
ン

タ
ー
昔
0
4
3
・
2
4
8
・
1
2
9
4

番松
戸
の

湧

水
を

め
ぐ

る
ツ

ア
ー

８

月
1
2日
出
午
前
９

時
～
午
後

３
時
　

定
員
先
着
二
十
人
　

費
用

無
料

閲
す
て

き
な
松
戸
を
作
る
会
・
高

橋
音
4
8・
3
2
7
7

番

講
演
（
テ

ー
マ

）
…
ご

み
問

題

講
師

…
北
野

大
（
淑

徳
短
期

大
学

教
授
）

シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
・・・
ご

み
減
量

化
再

資
源
化

パ
ネ
ラ

ー
・：
高
嶋

秀
武
（
ア

ナ
ウ
ン

サ

ー
）

松

田
美

夜
子
Ｏ

サ
イ
ワ

ル
研

究
家

）

北
野
大

移
動
図
事
館

み
ど
り
号
夏

の
特
別
企

画
キ
ャ
ラ

バ
ン

ミ
ニ

お
は

な
し

会
　
　
　
　
　
　

閲
市
立
図
書
館
昔
6
5・
5
1
1
5
番

みどり号駐車場と時間表

Ａ
10:50～忤30 1 :10～1 :40 2 :00～2 :30 3 :10～3 :50

北　 松　 戸

仲 台 公 園

干　 駄　 堀

水戸工業清和寮

上　 本　 郷

三井生命寮横

南　 花　 島

中 町 公 園

瑟

iO:5卜 牲30 １二10～1 :50 2 :10～2 :40 3 :20～4 :00

高 塚 新 田

梨 香 台 団 地

高 塚 新 田

高 塚 団 地

高 塚 新 田

セイコー高塚寮

野　 菊　 野

野 菊 野 団 地

回

10:50～11:30 1 :1卜 仁40 2:00～2 :30 3 :1卜3 :50

下　 矢　 切

立 見 台 公 園

大　　　　橋

本　 源　 寺

秋　　　　山

日新製鋼社宅

松 戸 三 丁目

松戸三丁目公園

22

(火)

10:50～11:30 仁10～1 :40 ２二00～2 :40 3 :20～3 :50

三　 ケ　 月

嶋谷台児童公園

大　 谷　 口

公 務 員 住 宅

新　 松　 戸

あおぎり公園

栄町西３丁目

子供の遊び場

湍

10:50～11:20 1 :10～1 :50 2 :10～2 :50 3 :2卜3 :50

和 名 ケ 谷

中台子供の遊び場

常　 盤　 平

やまぶき公園

牧　 の　 原

牧 の 原 団 地

河原塚

マンション
エクステ東松戸

※
月
曜
日

は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い

る
催

し
物
は
有
料
で
す
。

η
ぃ
日

８
／
2
6圉

期
　

日

白
バ
ラ
夏
休
み
親
子
映
画
会
「
ア
ラ
ジ
ン
」

（
当
日
先

着
順
）

劇
団
四
季
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル「

人

間
に
な
り
た
が
っ
た
猫

」
☆

内
　
　
　
　

容

1
0・
0
0

1
4・
ｍ
Ｊ

1
5・
ｍ
一

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
・：
午
前
1
0時
～
午
後
６
時

3
0團
～
９
／
３
臼

９一
㈲
～
2
7日

1
5㈲
Ｓ
2
0日

８
／
６
日
ま
で

期
　
　
間

小
金
原
文
化
の
会
「
書
嶽
社
・
百
翆
・
香
華
と
学
生
展
」

大
井
藤
一
郎
オ
ラ
ン
ダ
ーベ
ル
ギ
匚
水
彩
ス
ヶ
ツ
チ
と
俳
句
展

レ
ン
ガ
の
会
ス
ケ
ッ
チ
展

麦
の
会
洋
画
展

平
和
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
展

内
　
　
　
　
容

‘冫

．

’’ｉ

禝
’
　
　
　
　
　

ｊ
　
　
　

♂

『

Ｍ
Ｉ

※
月
曜
日
は
休
館
。

３
臼

９
／
２
出

3
1附

刀一
日

2
5廁

2
4困

1
9山

６
日

８
／
５
出

期
　
日

ピ
ア
ノ
発
表
会

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

夏
休
み
こ
ど
も
映
画
会
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
ほ
か

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
発
表
会

長
唄
三
味
線
発
表
会

内
　
　
　
　
容

1
0・
ｍ
一

悃

・
ｍ
Ｊ

1
4・
ｍ
Ｊ

1
3・
3
0

1
6・
3
0

1
0・
ｍ
Ｊ

憫

・
ｍ
Ｊ

1
3・
3
0

1
2ふ
Ｗ

1
2・
閇
宍

開
演
時
間

。
丶

ｆｌ

入
館
時
間
：
・
午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
８
月
2
1日
か
ら
は
４
時
3
0分
ま
で
）

※
月
曜
日
は
休
館

談相 物し催 示展

期
　
　
　

間

毎
週
　
　

午
前
1
0時
～
正
午

水
玉
・
日

午
後
１
時
～
４
時

惠
当
日
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
入
口
で（
先
着
二
十
五
人
）
費
用
：
・
無
料

※
雨
天
中
止

９
／
３
日

午
前
1
0時
～
正
午

８
／
2
6出

午
後
３
時
～
４
時

3
0團
～
９
／
３
臼

2
3團
～
2
7目

1
6團
～
2
0日

９
團
～
1
3臼

８
／
６
日
ま
で

み
ど
り
の
相
談
員
に
よ
る
花
や
緑
に
関
す
る
相

談
（
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

野
草
ウ
ォ
ツ
チ
ン
ブ
「

初
秋
の
野
草
」

講
師
：
・
自
然
解
説
員
・
川
端
祥
子
氏

昆
虫
ウ
オ
ツ
チ
ン
ブ
「
夏
の
チ
ヨ
ウ
を
探
そ
う
」

講
師
・：
自
然
解
説
員
・
松
葉
光
豊
氏

「
原
色
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
展
」
安
蒜
秀
子
氏

「
い
な
ほ
展
」
企
画
展

「
ひ
よ
う
た
ん
展
」
企
画
展

松
戸
市
瓢
箪
村

「
都
市
計
画
学
会
賞
受
賞
記
念

「
2
1世
紀
の
森
と
広
場
」の
あ
ゆ
み
展
Ｌ
企
画
展

「
食
虫
植
物
展
」
企
画
展

内
　
　
　
容

情報チャンネル

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場

見
に
行
こ
う
　
聴
い
て
み
よ
う

文
化
施
設
だ
よ
り

市民会館市民劇場
文化ホール
ギャラリー

21世紀の森と広場

パークセンター



講
座
・
講
演

毋
と
子
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

日　時 会　場 定員 テリ 持 ち 物

8/22W
ぷ

湍

よ

警

時

中央保健
センター

先着
20組

手

軽
に
で
き

る
－
フ
ン
チ

･エプ ロ ン

･三 角 き ん

（スカーフ）

･ふ き ん

（ ２ 枚 ）

･筆 記 用 具

24困

小金保健
センター

先着

15組

六実市民

センター

先着

12組

対象…小学校３年生以上の子と親
費用…無料
眼令会場とも小令俣肆センター酋46一耶01番へ

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

８

月
1
9日

出

午
後
１

時
3
0
分

～
３
時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会
館

樋
野
口
分
館
　
費
用
無
料
　
対
象

高
校
生
以
上
（
三
十
歳
未
満
の
人

を
優

先
）
　
　
定
員

先
着

二
十

人

持
ち
物
運
動
着
・
上
覩
き

※
講
習
会
終
’亅

後
、
修
了
証
発
行

圃
電
話
で

青
少
年
会
館
音
4
4・
8

5
5
6

番
へ

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

９
月
５
日
～
1
0月
３
日
の
毎
週

火
曜
日
（
全
五
回

、
午
後
７

時

～
９

時
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ

ー
　

対

象
三

十
歳
以

下
の

人

費
用
千
円

固
松
戸

青
年
社
交
ダ
ン
ス

サ
ー
ク

ル
・
梅
沢
昔
4
5・
0
0
8
0

番
（
午

後
５

時
以
降
）

親

子

手

賀

沼

勉

強

会

８

月
1
1
1
1

一
日

窗

・
1
2
日

出

・
1
3
日

㈲

・
2
5日

窗
・
2
6
日

出
・
2
7
日

収
、

午
後
１

時
～

４

時
　

対

象
小

学
四

年
生

～

中

学
生

と

そ
の

親
　

定

員

い

ず

れ

も
先

着

十
人
　

内

容

手

賀

沼

の

水
に

つ

い
て

の

勉
強

会
　

費

用

無

料

寮
筆

記

用

具

・
帽

子

持
参

濕

手

賀
沼

親
水

広
場
｛
一一
〇
４

７

１
・

8
4・
　
O
｝Ｏ
」Ｏ
」Ｏ
番

へ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

日

本

語

教

師

養

成

講

座

1
0月
1
4日
～
平
成
８

年
９
月
2
8

日
の
毎
週
土
曜
日
（
全
四
十
五
回

、

午
後
１

時
3
0分
～
３

時
3
0分
　

会

場
国
際
教
育
学
院
専
門
学
校
（
浦
安

市
）
対

象
四
十
歳
以
上
の
人
　
定

員
四
十
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
費
用
無
料（
教
材
費
等
実
費
）

惠
９
月
１
日
窗
～
1
2日
㈹
の
間
に

〔
消
印

有
効
〕、
往
復
（

ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て

、
〒
2
7
9
浦
安
市
明
海
一

国
際
教
育
学
院
専
門
学
校
グ
ッ

ド

ラ
イ
フ
カ
レ

ッ
ジ
係
（
昔
8
1・
5

5
5
5

番
）
　へ

県

立

小

金

高

校

オ

ー

プ

ン

ス

ク

ー

ル

「

親

の

教

育

参

加

」

８

月
2
6
日
出

午

前
1
0
時
3
0分

～
午

後
１

時
　

会
場

小
金

高
校

内
容
親
と
教
師
が
手
を
つ
な
ぐ
た

め
に
Ｉ

講
演
と
討
論
会
　
講
師
法

政
大
学
教
授
・
佐
貫
浩
氏
　

定
員

先
着
百
人
　

費
用
無
料

圉
当
日

会
場
で

黷
鈴
木
登
０
４
７
１

・
2
5・
1
0

4
1

番

あ

な

た

も

健

康

的

に

ダ

イ

エ

ッ

ト
（

秋

の

ス

リ

ム

コ

ー

ス

）

９

月
1
4
日

工

Ｈ
月
1
6
日

の

毎

週

木

曜

日
の

午
前

中
　

会

場

健
康

増

進
セ

ン

タ

ー
　

対

象

肥

満
傾

向

が

あ
り

Ｉ（
体

重
㎏

）
・一
二

身

長
ｍ

の

二

乗

）
が
二

十

四

以

占

、
当
セ

ン

タ

ー
の

健

康

増

進
指

導
コ

ー
ス

を

受
け

た

人

（
受

け

た
こ

と
の

な

い

人

は

ご

相

談
を

）
　
　
費

用

調
理

実

習
＝

一

回

四
百

円
　

定

員

先

着
三

十
人

惠
８

月
７

日

㈲

午
前
９

時

か
ら

直

接

ま

た

は

電

話
で

、

健

康

増

進
セ

ン

タ

１
（

一`
6
5・
5
5
8
8

番

）
へ

夏

休

み

動

く

親

子

物

価

教

室

８

月
2
4
日

閑

午

前
９

時
Ｊ

Ｒ

千

葉

駅

前

集
合

、
午

後
４

時

解
散

対

象

小

学

四

年

上

（

年

生

と

そ

の

親
　

定

員
二

十

組

（

応

募

多
数

の

場

合

は

抽
選

）
　
　
内

容

バ
ス
で

回

る

生

産

流

通
施

設

見

学
　

費

用

無

料

（

昼

食
付

言

惠
８

月
1
4
日

側

必

着
で

、

往

復
（

ガ

キ

に

小

学

生
の

氏

名

・

性
別

・

学
年

と

親
の

住
所
・
氏

名
・
年

齢
・

性

別

・

続

柄

・
電

話

番

号

を
記

入

し
て

、

〒
2
6
0
－

飢
千

葉

中

央

郵
便

局

私

書

箱
四

〇

号

千

葉

県

企
画

部

県
民

生

活

課

企
画

調

整

係
（
昔
0
4
3
・

ｍ
一
・
2
2
9
9

番
）
　へ

国

立

歴

史

民

俗

博

物

館

講

演

会

「
パ

ソ

コ

ン

通

信

と

博

物

館

」８

月
1
2日

出

午

後
１

時
3
0
分

～

午
後
３
時
3
0分
　

会
場
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
講
堂
　
講
師
同
館

教
授
・
照
井
武
彦
氏
　

定
員
先
着

二
百
六
十
人
　

費
用
無
料

鬩
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
登
0
4
3
・

4
8
6
・
０
１
９
穴
丿
番

赤
十
字
家
庭
介
護
教
室
・
救

急
法
講
習
会

卜 救急法講習会 家庭介護教室

日時

8 /22C火卜24 困

午前８時3C}分～

午後４時30分

9 /19C火卜22 廁

午前10時～

午後４時

会場 成田赤十字病院

定員 先着30人 先着20人

費用 2,00{〕円 500円

兩
（

ガ

キ

に

希

望

の

講

習

会

名

・

住

所

・

氏

名

・

生

年

月

日

・

電

話

番

号

・

学

校

名

ま

た

は

会

社

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
8
6成

田

市

飯

田

町

九

〇
－

一

成

田

赤

十

字

病

院

社

会

課

（

昔

０

４

７
（
り

・
2
2
・
（
／
）Ｑ
Ｊ
１

１

番

）
　
へ

ス
ポ
ー
ツ

ス

ポ

ー

ツ

教

室

教室名 日　　　時 会　　場 対　 象 定員

太極拳教室

9/2R ～

11/ 4 山
毎週土曜日

(計10回)
午後７時～９時

運動公園

小体育室
市内在住在勤 40人

中高齢者健

康体操教室

９／７困～

11/9 困
毎週木曜日

(計10回)
午後１時～３時

東部スポーツ

パーク体育館
50歳以上の人

40人

３歳児親子

体操教室

9/9 山～11/18C土)
毎週土曜日

(9/23(53を除く
計10回)

午前10時～正午

運動公園

小体育室

市内在住の３

歳児(平成3年
10月1日～4年

4月1日生まれ)
とその親

30組

申
込
方
法

８月19日出〔必遒 〕までに、往復ハガキに住所・氏名（フＵ

ガナ）・年齢･電話番号･教室名を記入して、〒271松戸市上本

郷4434松戸運動公園内スポーツ課063-9241 番）へ

※３歳児親子体操教室は､ぉ子さんの名前（フリガナ）も記入

※いずれも申し込み多数の場合は抽選

バ
ド

ミ

ン
ト

ン
（
シ

ン
グ

ル
ス
）

大

会

・

ア

ザ

レ

ヤ

オ

ー

プ

ン

予

選

会

９
月
３
日

㈲
午
前
８

時
～
午
後

７

時
　
会
場
運
動
公
園
体
育
館

対

象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

費
用

協
会

登
録

者
一
人

千
二
百

円

、
未
登
録
者
一
人
千
五
百
円

種
目
シ
ン
グ
ル
ス
男
女
共
一
上

二

部
、
ア
ザ
レ

ヤ
オ
ー
プ
ン
（
ミ
ッ

ク
ス
三
十
代
・
四
十
代
・
五
十
代
）

削
８
月
2
1日
㈲
ま
で
に
、
所
定
の

振
込
用

紙
ま
た
は
現
金
書
留
で

〒

2
7
0
松
戸
市
小
金
原
九
－

ニ

ー
十
二

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
磯
野
照
磨
へ

固
長
谷
川
音
4
1・
7
9
2
5

番

情
報

セ
ン
タ
ー
特

別

講

座
「

動

物

映

像

の

魅

力

に

つ

い
て

」

８

月
2
0日

㈲
午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0分
　

会
場
森
の
ホ
ー
ル

2
1大
会
議
室
　

講
師
譛
東
京
動

物

園
協
会
・
井
内
岳
志
氏
　

定
員
先

着
百
人
　

費
用
無
料

圉

電

話
で

森
の

ホ

ー
ル
2
1
情
報

セ
ン

タ
１
容
8
4・
5
0
5
0

番
へ

保
健
・
衛
生

旧

盆

の

期

間

中

も

歯

科

診

療

が
受

け

ら

れ

ま

す

８
月
1
3日

㈲
～
1
6日

團
の
旧
盆

の

期
間
中
も
左
表
の
診
療
所
で
診

療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

蠢
保
健
衛
生
部
保
健
衛
生
課
予
防

衛
生
係
容
6
6・
7
4
8
2

番

日　　時 診　療　所 住　　 所 電　 話

8 /13(日)

午
前
９
時
Ｓ
午
後
５
時

杤沼歯科医院 金ケ作408-143 ≫85-3399 番

14(月) 平岡歯科医院 本町２－３ 啣 ∠卜6666 番

15(火) 藤内歯科医院 新松戸3 －18 046-3213 番

16伽
やぱしら歯科

駅ビル診療所
日暮1-1-2 084-4182 番

千

葉

県

ロ

ー
ラ

ー

ス

ケ

ー

ト

大

会８

月
2
7日
㈲
午
前
８

時
～
正
午

会
場
松
戸
サ
ニ

ー

フ
ン
ド
ロ
ー

ラ

ー
ス

ケ
ー
ト
場
　
対

象
小
学
生

～
一
般
　

定
員
先
着
八
十
人
　

費

用
千
円
　

種
目
ロ
ー
ラ

ー
ス
ケ

ー

ト

ー
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト

圉
８
月
1
0日
困
ま
で
に

、
電
話
で

チ
葉
県
連
松
戸
ク
ラ
ブ
・
鈴
木
容

6
1・
1
6
6
2

番
へ

女

性

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

教

室

８
月
2
0日
㈲
（
雨
天

中
止
）
午
後

１

時
～
３
時
3
0分
　
会
場
梨
香
台

小
学
校
校
庭
　

対
象
市
内
在
住
の

女
性
　
定
員
先
着
三
十
人
　

費
用

無
料

胴
当
日
会
場
で

固
体
育
指
導
委
員
・
中
川
容
9
2・

5
5
1
1

番
（
夜
間
）

愛

の

献

血

８

月
1
0
日

困

午

前
1
0
時

～
1
1
1
1

一
時

4
5分

と

午
後

１

時
～

４

時
　

場

所

市

役

所

一

階
正

面

玄

関

固

健

康

管
理

課

業

務

係

容
6
6
・
7

4
8
7

番

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
平

成
４

年
４

月
生
ま
れ
の

幼
児
　

健
診
日
８
月
８
日
・
2
2日
・

2
9日
の
各
火

曜
日
　

会
場
松
戸
保

健
所

寮
対
象
者
に
は
通
知
を
送
り
ま
し

た
が
届
か
な
い
場
合
は

、
（

ガ

キ
に
①
住
所
②
電
話
番
号

③
幼

児
氏
名
④
幼
児
生
年
月
日

⑤
保

護
者
氏
名
⑥
転
入
年
月
日
を
記

入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

七
松
戸
保
健
所
（
昔
6
1・
２
１

２
１
番
）
　へ

西 東
期
間

土
曜
ス
ケ
ッ
チ
会

淡
彩
ス
ケ
ッ
チ
展

押
し
花
カ
ト
レ
ア
の
会

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
デ
ユ

パ
ー
ジ
ユ
合
同
作
品
展

８
／
1
0困
ま
で

イ
ギ
リ
ス
刺
繍

ジ
ヤ
コ
ビ
ア
ン
の
会

イ
ギ
リ
ス
刺
繍
展

月
曜
ス
ケ
ッ
チ
会

松
戸
風
景
ス
ケ
ッ
チ
展

1
1廊
～
2
4内

斉
藤
博
嗣

写
真
展「
白
馬
岳
の
夏
」

ト
ー
ル
ハ

ウ
ス
プ
リ
ハ
】

ロ
ー
ズ
　
ト
ー
ル
ペ
ィ

ン
テ
ィ
ン
ブ
作
品
展

2
5廁
～
９
／
７
附

ル
ー

ホ～Ｊ 乱
（

期
　
　
日

９
／
３
ヨ

2
7臼

2
6田

2
3團

2
0日

1
9田

1
7困

８
／
６
日

９
／
３
臼

８
／
2
6出

松
戸
学
院
音
楽
教
室
発
表
会

加
藤
ひ
と
み
昔
６
２
・
３
１
１
６
番

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
陽
会
十
周
年
記
念
カ
ラ
オ
ケ
大
会

座
間
岩
雄
公
８
７
・
４
３
６
５
番

エ
ト
ワ
ー
ル
バ
レ
エ
シ
ア
タ
ー
松
戸
教
室
五
周
年
記
念
発
表
会

エ
ト
ワ
ー
ル
バ
レ
エ
シ「
バ
タ
ー
ａ
６
４
・
４
２
３
１
番

河
原
塚
中
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

河
原
塚
中
学
校
昔
９
２
・
５
１
０
０
番

ピ
ア
ノ
発
表
会

池
上
雅
子
雲
８
７
・
８
４
４
５
番

ち
ぱ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
次
予
選
会

干
葉
日
報
社
昔
０
４
３
・
２
２
７
・
０
０
５
５
番

名
作
童
謡
映
画
会
☆

映
光
社
昔
０
４
２
２
・
４ｑ
５
・
３
９
５
４
番

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
た
め
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

白
石
光
隆
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
☆

松
戸
ク
ラ
ツ
シ
ツ
ク
音
楽
を
楽
し
む
会
酋
６
２
・
３
ア
フ
５
番

さ
と
う
宗
幸
野
の
花
コ
ン
サ
ー
ト
∇
☆

労
音
東
葛
セ
ン
タ
ー
公
６
５
・
９
９
１
１
番

バ
レ
エ
発
表
会
・
整
理
券
（
申
込
制
）

平
田
晶
子
昔
０
３
・
３
７
３
６
・
６
７
３
８
番

催
　
し
　
物
（
☆
印
は
有
料
）
問
い
合
わ
せ

1
4・
3
0

９
・
3
0

鴒
・
0
0

匐
・
0
0

1
3・
4
0

1
0・
3
0

1
0・
0
0

1
2・
0
0

憫

ふ
ｗ

憫
・
0
0

諂
・
3
0

1
5・
0
0

開
演
時
間

◆テレホン案内サービス

……O66-0010 番
平日・午後５時～翌朝午前９時

休日と土曜・午前９時～
翌朝午前９時

◆夜間急病診療所
……068-3756 番

衛生会館内・毎日午後８時
～11時

◆休日土曜夜間歯科診療所
……O65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

入
館
時
間
：
・
午
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入
館
料
・：
大
人
六
十
円
・
高
大
学
生
四
十
円
・
小
中
学
生
二
十
円

※
第
二
・
四
土
曜
日
は
小
・
中
学
校
の
生
徒
は
無
料
で
す
。

９
／
2
4日
ま
で

小
中
学
生
の
た
め
の

歴
史
展
示
湎

期
　
　
　
間

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
遺
品
に
接
し
て
み
よ
う
！
当
時

の
遺
品
に
接
す
る
と
い
う
体
験
と
率
直
な
発
見
と
驚
き
を
大
切

に
し
た
展
示
で
す
。
　
｀ 内

　
　
　
　
容

入
館
時
間
：
・
午
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分

観
覧
料
：
こ

般
三
百
円

こ
咼
大
学
生
百
五
十
円
・
小
中
学
生
百
円

※
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
）
第
四
金
曜
日
（
整
理
日
）
は
休
館
。

第
二
・
四
土
曜
日
は
小
中
学
校
の
生
徒
は
無
料
で
す
。

９
／
３
日
ま
で

８
／
3
1困
ま
で

午
後
１
時
1
5分
・
３
時
価
分

か
ら
三
十
分
間
（
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
1
1時
か
ら
も
上

映
）

期
　
　
　

間

企
画
展
「
稲
と
魚
－

水
田
を
め
ぐ
る
漁
・
猟
・
採
集
」

観
覧
料
：
こ

般
三
百
円

こ
咼
大
学
生
百
五
十
円
・
小
中

学
生
百
円

※
常
設
展
示
観
覧
料
と
は
別
料
金
に
な
り
ま
す
。

企
画
展
示
解
説
会
：
・
８
／
2
7日
午
後
２
時
か
ら

ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
「
ジ
ャ
ガ
ー
の
太
陽
／
ア
ス
テ
カ

の
民
と
日
食
」（
観
覧
無
料
）

※
９
／
１
廊
か
ら
は
「
美
の
回
廊
を
ゆ
く
／
神
々
の
棲

地
」
を
上
映
し
ま
す
。

内
　
　
　
　

容

森のホール21 松戸駅市民
ギャラリー

戸定
歴史館 市立博物館

救急医療体制

建康保険証を忘れずに



｢若葉カップ｣に向けてスマッシュ！

六実ジュニアバドミ ントンクラブ

は、８月19日・20日に京都府長岡京市

で行われる全国大会に、千葉県代表と

して出場します。

小学生のバドミントンチームが全国

大会に出場するのは、市内では初めて

のこと。シングルス３選手、ダブルス

２ペアの団体戦で「若葉カップ」を目

指します。

「初めての全国大会出場で練習にも

力が入ってきています」という伴監督

の言葉に、「とにかく１勝して、後は頑

張るだけ」と頼もしい子供たち。

チームワークの良さが売りの六実ジ

ュニアバドミントンクラブ は、今絶好

調のようです。

全力投球をする阿曽く ん

蚕の変身にびっくり！

やる 気満々の六実ジュニアバドミ ント ンクラブ の皆さん

ら

れ

た
と

い

う
。「
サ

ッ

カ

ー

を

や

り

た

か

っ

た

」
と

野

球
に

は

消

極

的
た

っ
た

も

の
の

、
始

め

る

と
す

ぐ

に

そ
の

魅

力

に

取
り

つ

か

れ

た

。

「
得

意
な

球

は

直
球

。

変

化

球
は

ほ

と
ん

ど
投

げ

ま
せ

ん

。
評

判
の

バ

ッ

タ

ー
か

ら

三

振
を

取

っ

た

時
は

気

持

ち

が
ス

カ

ッ

と
し

ま

す

」

と
日

に

焼
け

た

顔

を
ほ

こ

ろ

ば
せ

る

。
投

げ

る

球
と

ガ
ッ
チ
リ

と
し
た
身
体
つ

き
。

流
れ
る
よ
う
な
フ
ォ

ー
ム
か
ら
投

げ
下
ろ
さ
れ
る
鋭
い
球
が
、
ズ
バ

ッ
と
キ
ャ
ッ
チ

ャ
ー
ミ
ッ
ト
に
決

ま
る

。

牧
野
原
中
学
校
三
年
生
の
阿
曽

く
ん
は
、
市
内
の
中
学
生
で

組
織

す
る
硬
式
野
球
チ

ー
ム
「
松
戸

ボ

ー
イ
ズ
」
の
エ

ー
ス
だ
。
阿
曽
く

ん
は
今
年
、
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
世

界
少

年
野
球
選
手
権
大
会
に
「
ジ

ャ
パ
ン
関
東
」
の
メ
ン
バ
ー
二
十

人
の
一
人
と
し
て
選

ば
れ
た
。
こ

の
大
会
は
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
少
年
野
球
が
盛
ん
な

六
力
国
の
チ
ー
ム
を
迎
え
、
十
七

日
か
ら
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
。

野
球
を
始
め
た
の
は
小
学
校
に

入
学
し
て
間
も
な
い
こ

ろ
。「
松
戸

ボ
ー
イ
ズ
」
の
監
督
で
あ
る
お
父

さ
ん
に
勧
め
ら
れ
て
硬
球
を
手
に

し
た
。
最
初
に
握
っ
た
硬
球
は
や

け
に
重
く
、
硬
く
感
じ

同
じ
、
キ
ッ
パ
リ
と
し
た
性
格
の

よ
う
だ

。

野
球
を
や
る
上
で
の
モ
ッ
ト

ー

は
「
清
く
、
正
し
く
、
美
し
く
」
。

相
手
チ

ー
ム
に
や
じ
を
と
ば
す
よ

う
な
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い

。
相

手
に
や
じ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て

も
動
揺
せ
ず
、
あ
く
ま
で

も
実
力

で

勝
負
す
る
大
物
ぶ
り
を
見
せ

る
。

そ
ん
な
阿
曽
く
ん
を
「
レ

ギ
ュ

ラ

ー
に
な
れ
な
か
っ
た
ら
大
会
を

見
に
行
か
な
い
」
と
お
父
さ
ん
が

（

ツ
パ
を
か
け
る
。

「
だ
れ
も
が
で
き
る
経
験
し

ゃ

な
い
か
ら
精
い

っ
ぱ
い
、
楽
し

ん

で

や
り
た
い
」
。
皆
の
期
待
を
背
に

目
下

「
ジ
ャ
パ
ン

関
東
」
の
レ

ギ

ュ
ラ

ー
獲
得
の

た
め
猛
練
習
中
だ
。

「
世
界
大
会
で
三
振
を
取
り
た

い

。
そ
の
あ
と
甲
子
園
の
あ
の

歓

声
の

中
で
プ
レ

ー
で
き
た
ら
…
。

目
標
は
、
や
っ
は
０
野
茂
投
手

向
上
す
る
た
め
に
努
力
を
惜
し

ま
な
い
阿
曽
く
ん
は
、
夢
に
向
か

っ
て
毎
日
投
げ
続
け
る
。

（
牧
の
原
在
住
）

蚕の入っ たカゴを手にみんなで、ポーズ ／

世
界
大
会
で
三
振
を

柿ノ木台小学校１年１組（金崎学級

児童34 人）で、飼っていた蚕（かいこ）

がまゆを作り、その後成虫になって飛

び立ちました。

「生き物と接しながら、新しい発見

をしてほしい」と先生の発案で飼い始

めたものです。最初はその姿にギョツ

とした子供たちも、慣れていくうちに

愛着がわいてきたようで、工作用紙で

かごを作ったり、校庭の桑の木から葉

っぱを集めるなどして大切に育ててい

ました。

蚕のまゆへの突然の変身に戸惑いな

がら、「これからどうなるんだろう」と

楽し みにしていたところに、その中か

ら白い羽を持つ成虫が出てきたため、

子供たちは大喜びでした。

ボー イズ リ ーグ世 界少年 野 球選 手権 大会 に 出場 す る

阿曽　竜一くん

ピカピカの一年生、
み
ど
り
の

歳
時
記

ヤブガラシ

夏
は
つ
る
植
物
の
勢
い
が
盛

ん
で
、
林
の
緑
や
や
ぶ
な
ど
で

は
、
太
陽
の
光
の
争
奪
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
ブ

ガ
ラ
シ
は
そ
の
名
の
と
お
り
ほ

か
の
草
木
に
絡
み
つ

き
、
上
を

覆
い
、
や
ぶ
を
枯
ら
し
て
し
ま

う
ほ
ど
に
茂
る
植
物
で
す
。

花
が
開
く
と
す
ぐ
に
四
枚
の

花
び
ら
は
落
ち
て
し
ま
い
、
甘

い
み
つ
の
詰
ま
っ
た
赤
や
オ
レ

ン

ジ
の
花
の
台
だ
け
が
残
り
ま

す
。
ま
る
で
カ
ッ

プ
ゼ
リ
ー
の

よ
う
に
カ
ラ
フ
ル

。
ヤ
ブ
ガ
ラ

シ
は
、
夏
の
虫
た
ち
の
小
さ
な

オ
ア
シ
ス
に
な
り
ま
す
。

蚕の口 から糸が出てきた

と思ったら、次の日 にはま

ゆに…。　　　　　　　　

｜

「変身」は子供たちにとっ｜

て、とても不思議なことな1

んですね　　　　　　　　 １

六実ジュニアバドミント

ンクラブ全国大会に出場

街の話題
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